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古津賀地区の町名変更のお知らせ

市長説明要旨

12月4日から10日までは人権週間です

前納報奨金を廃止します

南海地震その時あなたは
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～10月１日現在～

総人口　37,816（－32）
　男 　17,935（－36）
　女 　19,881（＋4）
世帯数　16,102（－11）

転入　　74人
転出　　     75人
出生　  　     10人
死亡　  　41人

９月中のうごき
（　）内は、前月比人のうごき

　住次郎トンネルから車で約30分。奥片魚に懐かしい風景が
広がっています。一株ずつ刈り取られた稲穂は稲木にかけら
れ秋の日差しを浴びてきらきらと輝き、棚田を一段と引き立
ててくれます。機械の利用が難しいことや維持管理に人手が
かかることから、だんだんとその数を減らしていく棚田。今
なお残るこの片魚の棚田は、四季折々の顔で訪れた人の心を
癒してくれます。

市政 3～
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棚田の秋
（片魚）

再再四万十市　 発見

教育 8～

くらし 12～ 情報掲示板 20～

今月特にお知らせしたいこと
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古津賀土地区画整理事業の実施に伴い
下図の区域の町名が変わります

町
界
町
名
を
変
更
す
る
目
的

　
土
地
区
画
整
理
事
業
は
、
土
地
の
再
配

置
を
伴
う
こ
と
か
ら
、
土
地
の
位
置
や
形

状
、
道
路
等
の
公
共
施
設
の
配
置
が
大
き

く
変
わ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
以
前
の
字
界
や
字
名
等
を

そ
の
ま
ま
残
し
て
お
く
と
、
新
た
に
で
き

た
土
地
の
中
に
こ
れ
ま
で
の
境
界
が
残
る

状
況
と
な
り
、
日
常
生
活
に
密
接
し
た
住

居
の
表
示
や
郵
便
の
配
達
、
土
地
の
登
記

等
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
支
障
を
き
た
す

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
地
区
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

伺
い
、
新
し
い
町
並
み
に
合
わ
せ
た
境
界

や
町
名
を
定
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

町
界
町
名
を
変
更
す
る
時
期

　
古
津
賀
土
地
区
画
整
理
事
業
の
換
地

処
分
（
完
成
）
に
併
せ
実
施

　（
平
成
19
年
３
月
頃
を
予
定
）

手
続
き
等

　
戸
籍
の
表
示
、
住
民
票
、
印
鑑
登
録

証
、
選
挙
人
名
簿
、
土
地
・
建
物
の
不

動
産
登
記
物
件
の
所
在
地
の
表
示
等
は
、

市
役
所
や
法
務
局
で
自
動
的
に
変
更
さ

れ
ま
す
が
、
運
転
免
許
証
等
の
各
種
許

認
可
証
や
預
貯
金
通
帳
類
、
法
人
の
所

在
地
お
よ
び
住
所
変
更
登
記
等
は
、
ご

自
身
で
手
続
き
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
と
な
り
ま
す
。
（
な
お
、
こ
の
区
域
に

居
住
ま
た
は
土
地
を
所
有
し
て
い
る
人

に
は
、
詳
し
い
内
容
を
示
し
た
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
を
お
送
り
し
ま
す
）

問い合わせ先　　（本庁）都市整備課区画整理係　 （３４）１７８２

町界町名を変更する区域および町名

下田分岐

田ノ浦分岐

下田分岐

田ノ浦分岐

古津賀駅

古津賀郵便局

高知県合同庁舎

サニータウン

古津賀駅

古津賀郵便局

金
刀
比
羅
川

高知県合同庁舎

サニータウン

←至宿毛

国道56号線

至高知→

←至宿毛

国道56号線

至高知→

古津賀二丁目

古津賀三丁目

古津賀一丁目

古津賀四丁目

　日頃より水道事業にご理解ご協力をいただきありがとうござ
います。
　これまで、水道料金のお支払いについては、地区ごとに集金
人を決めて、集金にお伺いしていましたが、平成19年４月から
は、集金人による水道料金の徴収を廃止することにしました。   

水道使用者の皆さんへ

水道料金の
お支払いは
２通り 納付書払い 

口座振替（口座引落）1

2

（本　　庁）水道課　 （３４）１７１１
（総合支所）住民課　 （５２）１１１１■問い合わせ先■

お客さまご自身が指定金融機関か
水道課の窓口で支払ってください

  口座振替の申し込みは、市内の四国銀行、高
知銀行、愛媛銀行、幡多信用金庫、高知はた
農業協同組合、高知信用金庫、四国労働金庫、
郵便局および水道課の窓口に用紙を備えてい
ます。      
　取り引きのある金融機関で、通帳・通帳の
届け出印をお持ちの上、お申し込みください。
※口座振替の手続きが完了しますと、検針した月の翌
月の20日（金融機関が休みのときは翌営業日）に引き
落としとなります。ご理解、ご協力をお願いします。

便利な口座振替をご利用ください

（　　　　　　）

〒



市
　
政

市
　
政

教
　
育

く
ら
し

情
報
掲
示
板

3

平
成
18
年
11
月
号

　
10
月
号
に
続
き
、
９
月
市
議
会
定

例
会
に
お
け
る
市
長
説
明
要
旨
（
抜

粋
）
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

市
長
説
明
要
旨

（
抜
粋
）

９
月
市
議
会
定
例
会

模
改
修
し
、
老
朽
化
し
た
共
聴
施
設
に
つ
い

て
は
大
規
模
改
修
を
行
っ
た
場
合
の
総
事
業

費
が
３
億
円
と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
の

町
の
共
聴
施
設
数
が
54
施
設
、
本
市
の
共
聴

施
設
数
が
57
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
市

の
場
合
こ
の
試
算
以
上
の
経
費
が
必
要
で
あ

る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
共
聴
施
設
改
修
に
係
る

国
や
県
の
支
援
措
置
に
つ
い
て
は
、
現
時
点

に
お
い
て
も
何
ら
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
さ
ら
に
、
西
土
佐
の
共
聴
施
設
の
多
く

は
整
備
予
定
に
な
い
西
土
佐
局
か
ら
の
電
波

を
受
信
し
て
い
る
こ
と
か
ら
難
視
聴
地
域
の

拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
国
は
局
が
無
く
な
る
こ
の
地
域
に
つ
い
て

は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
と
共
聴
施
設
に
て
対

応
す
る
よ
う
位
置
付
け
て
い
ま
す
。
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
の
導
入
は
こ
の
他
に
、
行
政
チ
ャ

ン
ネ
ル
の
活
用
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
環
境
に

よ
る
災
害
時
へ
の
対
応
な
ど
、
市
全
体
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
等
さ
ま
ざ
ま
な
行
政

課
題
を
解
決
す
る
有
効
な
手
法
と
し
て
、
新

市
建
設
計
画
の
主
要
事
業
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
た
も
の
で
す
。
こ
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

を
主
体
と
し
た
取
り
組
み
に
関
し
て
は
、
合

併
特
例
債
事
業
の
枠
組
み
の
中
で
財
源
の
見

通
し
を
立
て
な
が
ら
、
国
や
県
の
共
聴
施
設

改
修
に
係
る
支
援
措
置
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

に
係
る
補
助
事
業
の
動
向
も
注
視
し
、
さ
ら

に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

２
０
０
７
年

　
　
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
開
始

　
現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
に
よ
る
地
上
テ
レ
ビ
放

送
は
２
０
１
１
年
７
月
ま
で
に
デ
ジ
タ
ル
放

送
に
完
全
に
移
行
す
る
予
定
で
す
。
本
市
に

お
い
て
も
２
０
０
７
年
よ
り
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
が
始
ま
り
ま
す
。
た
だ
し
、
２
０
０
５

年
12
月
１
日
に
発
表
の
中
継
局
の
整
備
計
画

で
は
、
現
在
の
古
津
賀
局
、
西
土
佐
局
、
十

和
局
は
整
備
さ
れ
る
予
定
に
入
っ
て
い
ま
せ

ん
。

　
現
在
市
内
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
一
般
の
共
聴
施

設
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
施
設
に
つ
い

て
も
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
で
き
る
よ
う
に

改
修
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
費
用
と

時
間
が
か
か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
昨
年
県

が
行
っ
た
「
い
の
町
」
を
モ
デ
ル
に
し
た
共

聴
施
設
の
改
修
に
よ
る
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

受
信
対
策
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
新

設
を
除
き
可
能
な
限
り
の
共
聴
施
設
を
小
規

進
む
道
路
網
整
備

　
国
道
56
号
で
す
が
、
現
在
古
津
賀
第
一
団

地
か
ら
不
破
出
来
島
ま
で
の
区
間
で
４
車
線

化
に
向
け
た
工
事
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

古
津
賀
の
舗
装
工
事
、
古
津
賀
三
反
地
の
橋

梁
上
部
工
、
渡
川
大
橋
の
舗
装
工
事
等
が
平

成
21
年
度
の
完
成
を
目
指
し
て
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
窪
川
・
佐
賀
間
の
片
坂
バ
イ

パ
ス
に
つ
い
て
は
、
直
轄
方
式
の
自
動
車
専

用
道
路
と
し
て
事
業
着
手
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

平
成
20
年
代
前
半
の
完
成
に
向
け
て
今
年
度

も
引
き
続
き
地
質
調
査
や
道
路
設
計
等
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
国
道
４
４
１
号
で
す
が
、
（
仮
称
）

西
土
佐
道
路
と
し
て
国
の
直
轄
調
査
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
一
方
、
網
代
工
区
、
上

久
保
川
工
区
、
川
登
工
区
で
は
工
事
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
次
に
県
道
整
備
で
す
。
有
岡
川
登
線
は
、

国
道
56
号
と
国
道
４
４
１
号
、
ま
た
四
万
十

川
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
大
変
重
要

な
幹
線
道
路
で
す
。
今
年
度
よ
り
調
査
測
量

を
行
い
、
一
部
改
良
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。

　
次
に
市
道
整
備
で
す
。
九
樹
三
原
線
の
九

樹
橋
の
老
朽
化
に
伴
う
架
け
替
え
で
す
が
、

平
成
20
年
度
の
完
成
に
む
け
て
現
在
工
事
が

進
捗
中
で
、
完
成
す
れ
ば
住
民
の
利
便
性
が

向
上
し
通
学
路
と
し
て
の
安
全
性
も
確
保
さ

れ
ま
す
。
一
方
、
今
年
度
集
中
し
て
進
め
て

い
る
中
村
宿
毛
道
路
関
連
事
業
で
は
、
具
同

の
西
森
線
の
改
良
が
順
調
に
進
捗
し
て
い
る

ほ
か
、
不
破
イ
ン
タ
ー
付
近
で
は
不
破
線
や

竹
ノ
内
線
な
ど
７
路
線
の
改
良
工
事
が
一
斉

に
進
ん
で
お
り
、
来
年
度
中
に
は
不
破
の
全

路
線
が
完
成
し
ま
す
。

中
村
小
京
都
ま
ち
な
み
推
進
会
議
発
足

　
中
村
小
京
都
ま
ち
な
み
推
進
会
議
は
一
般

公
募
し
て
い
た
５
名
の
委
員
が
決
定
し
、
知

識
お
よ
び
経
験
を
有
す
る
委
員
５
名
、
関
係

行
政
機
関
の
委
員
５
名
、
そ
の
他
の
委
員
３

名
を
合
わ
せ
18
名
の
方
々
で
発
足
し
、
去
る

７
月
25
日
に
第
１
回
目
の
会
議
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
こ
の
会
議
は
、
２
・
３
カ
月
に
１
回
の
割

合
で
開
催
す
る
予
定
で
、
街
並
み
整
備
に
関

工事が進められる中村宿毛道路
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援
す
る
協
議
会
」
で
は
、
移
住
希
望
者
に
対

し
て
空
き
家
紹
介
や
移
住
後
の
ア
フ
タ
ー
ケ

ア
等
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
８
月
末
現
在
で

10
家
族
26
名
の
方
の
移
住
が
協
議
会
の
支
援

に
よ
り
実
現
し
て
い
ま
す
。
ま
た
実
際
に
移

住
し
て
こ
ら
れ
た
方
々
の
会
員
組
織
「
Ｕ
Ｉ

（
友
愛
）
タ
ー
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
で
は
、

会
員
間
の
情
報
交
換
や
交
流
会
等
を
行
っ
た

り
、
宅
建
業
協
会
で
は
、
移
住
を
計
画
し
て

い
る
方
に
対
し
て
建
物
や
土
地
の
紹
介
を
行

う
な
ど
各
組
織
で
の
活
動
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

自
主
防
災
組
織

　
　
　
組
織
率
48
・
４
パ
ー
セ
ン
ト
に

　
昨
年
の
台
風
14
号
災
害
以
降
、
自
主
防
災

組
織
の
設
立
が
進
み
、
今
年
度
は
中
村
地
域

し
て
の
推
進
方
策
や
具
体
的
な
支
援
策
等
に

つ
い
て
協
議
を
行
う
と
と
も
に
、
小
京
都
風

建
物
の
所
有
者
等
の
表
彰
に
関
す
る
審
査
な

ど
も
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
２
回
目
の
会
議
は
10
月
を
予
定
し
て
い
ま

す
が
、
小
京
都
ま
ち
な
み
づ
く
り
に
多
く
の

皆
さ
ん
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
、
息
の
長
い
取

り
組
み
に
な
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

移
住
促
進
へ
の
取
り
組
み

　
次
に
移
住
対
策
で
す
。
戦
後
間
も
な
い
昭

和
22
年
か
ら
昭
和
24
年
頃
に
か
け
て
の
第
１

次
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
に
産
ま
れ
た
人
々
を
指
し

て
団
塊
の
世
代
と
呼
び
ま
す
が
、
こ
の
世
代

の
大
量
退
職
を
間
近
に
控
え
、
全
国
の
自
治

体
で
移
住
促
進
に
対
す
る
取
り
組
み
が
活
発

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
団
塊
の
世
代

に
限
ら
ず
、
山
、
川
、
海
の
豊
か
な
自
然
環

境
に
あ
こ
が
れ
る
若
い
世
代
を
中
心
に
本
市

へ
の
移
住
の
問
い
合
わ
せ
が
多
く
寄
せ
ら
れ

ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
を
受
け
、
４
月
よ
り
移
住

の
相
談
窓
口
を
企
画
広
報
課
に
置
き
、
希
望

者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
等
に
対
応
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
県
が
取
り
組
ん
で
い
る
「
南
国

土
佐
へ
の
移
住
促
進
事
業
」
の
協
働
パ
ー
ト

ナ
ー
市
町
村
に
も
登
録
し
、
県
と
も
連
携
し

て
移
住
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
民
間
組
織
の
取
り
組
み
と
し
て
、
昨
年
９

月
に
発
足
し
た
「
四
万
十
市
へ
の
在
住
を
支

で
24
組
織
、
西
土
佐
地
域
で
７
組
織
が
設
立

さ
れ
市
全
体
で
の
組
織
数
は
今
年
度
末
で
70

組
織
に
な
る
見
通
し
で
す
。
特
に
大
川
筋
地

区
で
は
、
全
地
区
で
自
主
防
災
組
織
が
設
立

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
こ
の
結
果
今
年
度
末

の
自
主
防
災
組
織
の
組
織
率
は
、
中
村
地
域

で
48
・
３
パ
ー
セ
ン
ト
、
西
土
佐
地
域
で
49
・

５
パ
ー
セ
ン
ト
、
市
全
体
で
は
48
・
４
パ
ー

セ
ン
ト
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
次
に
南
海
地
震
対
策
と
し
て
、
津
波
被
害

が
想
定
さ
れ
る
下
田
水
戸
、
初
崎
両
地
区
の

役
員
と
防
災
組
織
の
委
員
と
で
徳
島
県
美
波

町
が
設
置
し
た
「
津
波
避
難
タ
ワ
ー
」
を
視

察
し
ま
し
た
。
津
波
か
ら
避
難
す
る
高
台
が

な
い
地
域
や
、
津
波
到
達
予
測
時
間
内
に
避

難
を
完
了
で
き
な
い
地
域
に
と
っ
て
命
を
守

る
た
め
に
有
効
な
施
設
で
す
。
今
後
は
、
津

波
か
ら
市
民
を
守
る
た
め
の
施
設
整
備
に
つ

い
て
、
地
域
と
よ
く
協
議
し
整
備
計
画
等
の

策
定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

次
に
国
民
保
護
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
で
す

が
、
国
民
保
護
協
議
会
委
員
35
名
の
委
嘱
・

任
命
を
行
い
、
去
る
７
月
21
日
に
第
１
回
目

の
協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
市
が
策
定

す
る
国
民
保
護
計
画
案
の
構
成
、
策
定
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
承
認
を
得
ま
し
た
の
で
、

今
年
度
末
の
策
定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

使
用
料
・
手
数
料
を
改
定
し
ま
す

　
使
用
料
等
は
４
年
ご
と
に
見
直
さ
れ
て
い

ま
し
て
昨
年
が
そ
の
年
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
合
併
年
で
あ
っ
た
た
め
１
年
ず
れ
込
み
、

今
年
２
月
に
策
定
し
た
「
第
１
次
四
万
十
市

行
政
改
革
大
綱
実
施
計
画
」
に
基
づ
き
使
用

料
・
手
数
料
を
見
直
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
財
政
健
全
化
に
伴
う
財
源
確
保

と
い
う
側
面
か
ら
で
な
く
、
あ
く
ま
で
も
①

市
民
負
担
の
公
平
・
適
正
化
の
観
点
か
ら
の

見
直
し
、
②
合
併
協
定
に
基
づ
く
見
直
し
、

③
国
、
県
の
類
似
料
金
、
県
下
他
市
、
近
隣

町
村
と
の
比
較
と
均
衡
と
い
う
観
点
か
ら
の

見
直
し
で
、
そ
の
結
果
、
住
民
票
、
印
鑑
証

明
、
納
税
証
明
な
ど
の
証
明
書
の
発
行
手
数

料
や
水
道
使
用
料
、
山
村
ヘ
ル
ス
セ
ン
タ
ー

の
使
用
料
な
ど
を
改
定
す
る
も
の
で
す
。

　
実
施
は
来
年
４
月
１
日
か
ら
と
し
て
お
り

ま
す
。

昨
年
度
の
行
政
改
革

　
　
　
効
果
額
３
億
４
７
４
９
万
円

　
平
成
17
年
度
末
現
在
で
、
行
政
改
革
大
綱

実
施
計
画
に
盛
り
込
ん
だ
再
掲
分
４
項
目
を

除
く
２
３
３
項
目
の
う
ち
、
１
３
８
項
目

（
59
・
３
パ
ー
セ
ン
ト
）
に
つ
い
て
は
す
で

に
予
定
ど
お
り
改
革
を
実
施
ま
た
は
取
り
組

み
中
で
あ
り
、
こ
れ
以
外
の
項
目
に
つ
い
て

豊かな自然を求めて本市への移住を希望する
問い合わせも多い
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定
で
開
催
し
今
年
中
に
は
取
り
ま
と
め
を

行
い
、
成
果
を
実
施
設
計
に
反
映
さ
せ
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
用
地
取
得
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
地

権
者
の
方
々
の
ご
理
解
を
得
る
よ
う
説
明

に
お
伺
い
し
て
お
り
、
か
な
り
の
方
の
内

諾
を
得
て
い
ま
す
。
ま
た
、
庁
舎
敷
地
の

拡
張
予
定
部
分
を
含
む
事
業
認
定
の
事
前

協
議
を
県
と
行
っ
て
お
り
、
正
式
申
請
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

も
今
年
度
以
降
順
次
取
り
組
み
を
開
始
す
る

予
定
で
す
。
一
方
、
「
市
税
等
の
滞
納
整
理

強
化
と
収
納
率
向
上
対
策
」
、
「
時
間
外
勤

務
の
削
減
」
等
に
つ
い
て
は
、
取
り
組
み
を

行
っ
た
も
の
の
い
ま
だ
十
分
な
成
果
を
得
る

に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
取
り
組
み
手
法

の
見
直
し
等
、
今
後
さ
ら
に
積
極
的
な
対
策

が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、
昨
年
度
に
実
施
し
た
行
政
改
革
に

よ
る
効
果
額
は
、
３
億
４
７
４
９
万
円
（
た

だ
し
、
財
政
健
全
化
ま
で
広
げ
る
と
５
億
４

２
０
４
万
円
の
効
果
）
に
上
っ
て
お
り
、
全

般
的
に
は
大
綱
の
実
施
計
画
に
沿
っ
た
成
果

が
現
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
年

度
か
ら
取
り
か
か
る
項
目
に
は
、
「
行
政
評

価
シ
ス
テ
ム
の
導
入
検
討
」、「
図
書
館
運
営

の
民
間
委
託
」、「
各
種
補
助
・
助
成
制
度
の

見
直
し
」、「
特
殊
勤
務
手
当
て
の
見
直
し
」

等
、
難
し
い
対
応
が
想
定
さ
れ
る
項
目
も
含

ま
れ
て
き
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
市
民
の
行

政
ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が
ら
安
定
し
た
財
政
基

盤
の
整
備
に
向
け
徹
底
し
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

庁
舎
建
設
協
議
会
設
立

　
６
月
に
市
内
各
種
団
体
の
代
表
者
で
構
成

す
る
「
庁
舎
建
設
協
議
会
」
を
組
織
し
、
新

庁
舎
の
基
本
構
想
、
基
本
計
画
、
基
本
設
計

に
基
づ
き
こ
れ
ま
で
３
回
の
協
議
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
協
議
会
は
、
今
後
月
１
回
の
予

水

産

課

農 林市 役 所 の 各 課 を 紹 介 し ま す 。

●農業土木係
●農業振興係
●林業振興係
●水産振興係

水産の振興や漁港の整備を行
っています。私たちにとって
なくてはならない「海」や「川」
の資源を守るため、また、市
民の皆さんが豊かで潤いのあ
る生活が送れるようにがんば
っています。

林業の振興や森のはたら
きを良くするための取り
組み、有害鳥獣対策や林
道の維持管理、災害復旧
など山や森に関する業務
を行っています。

水
産
振
興
係

林
業
振
興
係

農
業
土
木
係

地域農業の振興を図るために、
新規就農者、認定農業者の育成、
担い手への農地の集積をはじめ、
各種補助事業の導入などの業務
を行っています。

農
業
振
興
係

農道や農業用排水路などの農業
土木施設の改良・維持管理に関
する業務を行っているほか、農
業災害の復旧を行っています。
お気軽にご相談ください。

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！

山
が
川
が
海
が
農
地
が

　
元
気
に
な
る
よ
う

　
　
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！

山
が
川
が
海
が
農
地
が

　
元
気
に
な
る
よ
う

　
　
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
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 大

先輩
 いつ

までもお元気で！
最高齢者106歳２人と

今年度100歳を迎える６人を

市長と助役が訪問しました

最高齢者106歳２人と

今年度100歳を迎える６人を

市長と助役が訪問しました

　９月の第３月曜日は敬老の日。さまざまな苦労を乗り越えてきた大先輩の皆さんには、教えられ

ることが多く、頭が下がるばかりです。

　今年の最高齢者は106歳の西山ヒサヲさんと市川輝枝さんの２人。２人には、長寿の功績をねぎ

らうとともに、最高齢であることを励みにますます健康で元気に暮らしていただきたいと、市長か

ら最高齢認定証と記念品が贈られました。

　ヒサヲさんはとても目がよく、市長から贈られた認定証を声

を出して読み上げ、みんなから拍手が送られました。若いころか

ら農業をして苦労を重ねていたという西山さんも70歳を過ぎた

頃から体調を崩すこともあり、自分でもこんなに長生きすると

は思っていなかったそうです。何でもよく食べて甘いものも大

好き、そしておしゃれなヒサヲさん。「あと10年は生きたい」と

話していました。

西山ヒサヲさん（蕨岡）

　若くして夫を病気で亡くし、女手一つで子ども５人を育てたと

いう輝枝さん。若いころから、よく働く、わきまえのいい、気丈

な人だったといいます。90歳近くまでリヤカーを引いて野菜を

売りに行くことを楽しみにしていたそうです。現在の一番の楽し

みは友だちと話をすることのようです。昔の歌を思い出して歌を

歌ったりすることもあるそうです。食がよくて、何でもよく食べ

るという輝枝さん。「元気でいないとね」と話していました。

市川輝枝さん（鍋島）

今年度で100歳になる皆さん

曽我部 亀久惠さん（古津賀）

106歳

106歳

　大切にしている愛犬ムクちゃん100
歳とあわせて200歳。ムクちゃんは自
分で動くことができなくなりました
が、亀久惠さんが一生懸命お世話を
して、いつも一緒に過ごしています。

森 時子さん（安並）
　小さい頃から一生懸命働きました。
人の見ていないところではよく涙も
流したものです。今は何をするでも
ないですが、ゆっくりとのんびり友
だちと毎日を送っています。

細川 チヱノさん（右山）
　若い頃はがむしゃらに働きまし
た。もうゆっくりさせてもらって
もいいかなと思う今日この頃です。
今は友だちと仲良く楽しい日々を
送っています。

森本 　　さん（中村愛宕町）
　ここに来た時には、電気も水道もあ
りませんでした。米１升が20銭、５
円で「はちまんさん」に行きました。
今は大相撲中継も楽しみのひとつで自
転車で散歩にも出掛けています。

井上 巴さん（西土佐用井）
　絵を描くことが好きで、たくさん
の絵を描いてきました。昨年は、ふ
れあいホールで、絵の個人展を開き
ました。

高橋 信惠さん（大用）
　面倒かけていますお嫁さんがよ
く世話をしてくれます。歌が大好
きで、デイケアセンターのカラオ
ケが楽しみです。とやさしい笑顔
がとても印象的でした。
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　古津賀第一、第二団地、雅が丘団地と在来の古津賀の皆さんは地域をよ
くしようと「古津賀をよくする会」（代表安光一夫さん）を作っています。
　９月９日（土）、この会の15人が古津賀駅周辺やその近くの遍路道の草刈
をしました。ここは、高校への通学路や朝夕の散歩道として親しまれてい
ることから、きれいな道にしようとアジサイや彼岸花が会の皆さんにより
植えられ、年に2回親睦を兼ねて手入れをしています。
　代表の安光さんによると「この取り組みを始めてからは、川の中に自転
車が捨てられる事もなくなり、犬のフンやゴミなども少なくなった」と取
り組みの成果を話してくれました。

　９月28日（木）小西ノ川の長者田吉さんの献穀田で、新嘗祭に献上す

る米の抜穂式が行われました。新嘗祭は、天皇がその年に収穫された

新穀や新酒を天地の神に供え、農作物の恵みに感謝する宮中行事です。

６月８日に田植えを行ったヒノヒカリは豊かに実り、この日の収穫と

なりました。１株づつ丁寧にかまで刈り取られた稲穂は、精米にした

あと選別した１升を10月24日（火）に献穀しました。

　10月14日（土）、伝統食の継承や伝統文化の復活、地域の

コミュニケーションつくりの場をと取り組んでいる第5回幡

多昔むかし祭り実行委員会（委員長　間六口さん）では、

バンド演奏や歌、漫談、でこまわしなど多彩な企画で観客

も楽しませました。

　南十字星と名前を付けた平均年齢60代半ばを越えるおん

ちゃんバンドは、地元の方を中心に結成し、この日の初舞

台を目指して一生懸命練習したということです。練習成果

もあってバンド演奏におしみない拍手が贈られていました。

　９月30日（土）10月1日（日）四万十川を舞台に火振り漁撮影会を行いま

した。これは四万十楽舎（西土佐中半）が、地域の伝統漁法を継承し、

流域の魅力をもっと知ってもらおうと企画したものです。最近は、電球

を使ったアユ漁が主流となっていますが、この日は昔ながらの松明を使

った伝統漁法をみせてくれました。暗闇の中でゆらゆらと揺れる炎に集

まった写真家たちは夢中でシャッターをきっていました。

　また、四万十川の伝統漁法であるテナガエビ漁やツガニ漁、また岩間

沈下橋でのモデル撮影会も行われ、参加した人は、「写真が好きで参加

したが、景色もきれいで本当に来てよかった」と話していました。

　“まちの話題”では四万十市でのイベントやボランティア活動、また伝統行事やいろいろな名人・がんばっている人などとっ
ておきの話題を紹介します。このコーナーにふさわしい情報をご提供ください。
（本庁）企画広報課　ＴＥＬ(３４)６１２８　ＦＡＸ(３５)０００７（総合支所）総務課　ＴＥＬ(５２)１１１１　ＦＡＸ(５２)２１２４

　９月24日（日）第4回文化財めぐりでは、市指

定文化財となっている絵画を見学しました。市

内の絵画といわれるものとしては絵馬が残って

いて、この日は神社に奉納されている普段は見

ることができない三十番神画像（有岡 真浄寺

所有）や明治11（1878）年に下田出身の画家島村

小湾によって描かかれた下田の風景画（郷土資

料館保管）などを半日かけて鑑賞しました。

じん が   ぞう しんじょうじ

下田貴船神社の鐘軌の絵馬中村里人筆「絵馬」（郷土資料館）

新嘗祭
寄付のお礼

 新嘗祭に際し市民の皆さまより総額で47万5,150円のご寄付をいただきました。ご寄
付いただいた浄財は、田植式・抜穂式に係る行事と10月24日皇居で行われた献穀献納
式にかかる経費として使わせていただきました。ありがとうございました。
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募集しています。　市立図書館 （３５）２９２３問

市教委だより

全日本小学校ホームページ大賞高知県代表表彰式

豊かな体験活動が豊かな心を育む

　中筋小学校のホームページが２年連続、全日本小学校ホームページ

大賞の高知県代表となり、９月13日（水）、表彰式がありました。

　県内小学校のホームページの数は約１５０校、その中での高知県代

表です。

　パソコンクラブの６年生に事務局の損保ジャパンの高知支社長さん

から表彰状が手渡されました。「コンテンツが大変豊富であり、かつ

見やすくきれいに整理されたホームページであり、見る側の立場に立

ったホームページとなっている」ことが受賞理由でした。

　校長先生は、「ホームページはみんなで作っており、その成果を評

価していただき、とてもうれしく思います。これからも地域の皆さん

や保護者の皆さんに見ていただけるようがんばっていきたいと思います」と話していました。

　また、中村南小学校と本村小学校も県優秀校に選ばれています。

＊中筋小ホームページのアドレス：n a k a s u j i - e@ k o c h i n e t . e d . j p

＊中筋小学校を含め、市内の小中学校が作成したホームページは、四万十市公式ホームページからもご覧になれます。

　下田小学校では、10月５日（木）、全校児童85人が参加し、市内常六地

区において、農業体験交流学習と森林体験学習（森林教室）を行いました。

　当日は、前日から雨が降り続く、あいにくの天候となりましたが、風

雨に負けない子どもたちの元気な声が、山々にこだましました。

　午前中は、地域の農作物生産者の皆さんにお世話いただき、カッパを着、

長靴を履いて野菜の収穫を行いました。昼食時にも地域で生産されたシ

イタケ、ジャガイモ、キュウリ、みそ等のごちそうをいただき、収穫の

喜びや大変さだけではなく、関わってくださった人たちの「あたたかさ・

思いやり・ありがたさ」を肌で実感できる、貴重な体験となりました。

　５・６年生は、後日、生産者との意見交換をし、学習を深めることが

できました。

　午後は、休校中の常六小学校の教室やホールで、四万十川森林環境保

全ふれあいセンターの方々にご指導いただき、実際に樹木・木材を手に

とり、豊かな森林環境について学習させていただきました。

　それぞれの体験は、これで終わりではなくこれからが始まりと考え、

食育、総合的な学習や生活科、特別活動へとつなげ、子どもたちの「豊

かな心」を育んでいきたいと考えています。

宝
く
じ
文
化
公
演

畑
　
正
憲

　
文
化
講
演
会

　
「
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
さ
ん
」
で
お
な
じ
み

の
畑
正
憲
さ
ん
が
西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ

ー
ル
に
や
っ
て
き
ま
す
。

　
こ
の
講
演
会
は
宝
く
じ
の
助
成
に
よ

り
入
場
は
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

整
理
券
（
１
人
１
枚
）
が
必
要
で
す
。

　
整
理
券
は
、
12
月
１
日
（
金
）
か
ら
配

布
し
ま
す
。

●
日
時
　
平
成
19
年
２
月
23
日（
金
）

　
　
　
　
19
時
開
演

●
場
所
　
西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

●
入
場
整
理
券
配
布
所

　
　
四
万
十
川
ふ
る
さ
と
観
光
案
内
所

　
　
四
万
十
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
土
佐
支
所

　
　
四
万
十
市
西
土
佐
商
工
会

　
　
西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

●
問
い
合
わ
せ
先

　
（
市
）教
育
委
員
会
西
土
佐
事
務
所

　
　
　
（
西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
）

　
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
５
２
）１
１
１
０

　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
５
２
）１
４
４
６

宝くじは、広く社会に
役立てられています。

宝
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■読み聞かせ　どなたでも参加いただけます。毎週土曜日14時～14時30分、市立図書館。読み聞かせボランティアも

（市）教育委員会  学校教育課
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　西土佐事務所
　　　　　　　　　　　　　　
四万十市公式ホームページ　　

ご質問・ご意見を
お寄せください

T E L （ 3 4 ）5 4 4 5 　 F A X（３４）4 2 7 1
E -ma i l  :  s choo l@c i t y . sh iman to . l g . j p
T E L （ 5 2 ）1 1 1 0 　 F A X（５２）1 4 4 6
E-ma i l  : n -schoo l@c i ty .sh imanto . lg . jp
ＵＲＬ：http://www.city.shimanto. lg.jp/

平
成
18
年
度

「
税
に
関
す
る
作
品
展
」

２
０
０
６
年
度

四
万
十
市
中
村
地
区

　
教
育
文
化
展
・
児
童
詩
展

　
市
内
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
に
、
正

し
い
税
の
知
識
を
習
得
し
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
る
四
万
十

市
租
税
教
育
研
究
会
が
、
「
税
を
考
え

る
週
間
」
の
一
環
と
し
て
開
催
す
る
も

の
で
す
。

　
今
年
も
、
各
地
区
の
子
ど
も
た
ち
か

ら
、
多
く
の
力
作
・
労
作
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。

　
ぜ
ひ
、
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
の
ご
観

覧
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
　
11
月
11
日（
土
）〜
16
日（
木
）

　
　
　
10
時
〜
17
時

　
　
　
　
　（
16
日
は
12
時
ま
で
）

場
所
　
ヨ
ン
デ
ン
プ
ラ
ザ
中
村

　
　
　
　
１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　
　
（
中
村
大
橋
通
６
丁
目
）

問
い
合
わ
せ
先

　
中
村
税
務
署
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　

（
３
５
）２
１
３
５

　（
市
）教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
　
　
　
　
　
　

（
３
４
）５
４
４
５

　
毎
年
、
一
條
大
祭
に
合
わ
せ
て
開
催
し
て
い

ま
す
中
村
地
区
の
教
育
文
化
展
・
児
童
詩
展
を

開
催
し
ま
す
。

　
教
育
文
化
展
は
、
健
全
な
青
少
年
文
化
の
創
造
、

育
成
を
め
ざ
し
て
お
り
、
学
校
の
審
査
を
経
て

出
品
さ
れ
る
書
、
画
お
よ
び
立
体
の
三
部
門
の

作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

　
児
童
詩
展
は
、
家
庭
や
遊
び
な
ど
の
中
で
、

生
活
感
動
が
表
現
さ
れ
た
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

　
期
間
中
は
、
児
童
生
徒
の
す
ば
ら
し
い
作
品

が
体
育
館
い
っ
ぱ
い
展
示
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
の
ご
観
覧
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
　
11
月
23
日（
木
）〜
25
日（
土
）

　
　
　
９
時
〜
17
時

　
　
　
（
25
日
は
15
時
ま
で
）

主
催
　
四
万
十
市
中
村
地
区
教
育
文
化
展
実
行
委
員
会

問
い
合
わ
せ
先

　
四
万
十
市
中
村
地
区
教
育
文
化
展
実
行
委
員
会

　
事
務
局
（
東
山
小
学
校
内
）
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
３
４
）３
３
１
１

　
毎
年
、
一
條
大
祭
に
合
わ
せ
て
開
催
し
て
い

る
中
村
地
区
の
教
育
文
化
展
・
児
童
詩
展
を
開

催
し
ま
す
。

　
教
育
文
化
展
は
、
健
全
な
青
少
年
文
化
の
創
造
、

育
成
を
め
ざ
し
て
お
り
、
学
校
の
審
査
を
経
て

出
品
さ
れ
る
書
、
画
お
よ
び
立
体
の
三
部
門
の

作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

　
児
童
詩
展
は
、
家
庭
や
遊
び
な
ど
の
中
で
、

生
活
感
動
が
表
現
さ
れ
た
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

　
期
間
中
は
、
児
童
生
徒
の
す
ば
ら
し
い
作
品

が
体
育
館
い
っ
ぱ
い
展
示
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
の
ご
観
覧
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時
　
11
月
23
日（
木
）〜
25
日（
土
）

　
　
　
９
時
〜
17
時

　
　
　
　
（
25
日
は
15
時
ま
で
）

主
催
　
四
万
十
市
中
村
地
区
教
育
文
化
展
実
行
委
員
会

問
い
合
わ
せ
先

　
四
万
十
市
中
村
地
区
教
育
文
化
展
実
行
委
員
会

　
事
務
局
（
東
山
小
学
校
内
）
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
３
４
）３
３
１
１

～中村養護学校へおいでよ～

来て、見て、知って！来て、見て、知って！
中村養護学校から中村養護学校から

　高知県立中村養護学校は、小

学部・中学部・高等部・訪問学

級のある知的障害養護学校です。

社会自立に向けて、いろいろな

学習に取り組んでいます。

　今回、地域の皆さんに、少しでも中村養護学校のこと

や子どもたちのことを知っていただきたいと、授業を１

週間公開することにしました。ぜひこの機会に学校に来

てください。元気いっぱいの子どもたちが待っています。

日時　12月4日（月）～8日（金）

　　　【月・火・木】８時50分～15時30分

　　　　　（小学部は14時10分まで）

　　　【水・金】８時50分～14時35分

場所　県立中村養護学校（古津賀3091）

問い合わせ先　県立中村養護学校（担当　川村・大　）

　　　　　 （３４）１５１１

日時　12月17日（日）

　　　開場13時30分　開演14時

場所　市立文化センター

その他　入場無料

問い合わせ先　県立中村養護学校　 （３４）１５１１

駐車場は県立中村中高等学校正面玄関前（約60台駐車可能。
利用時間12時30分～16時）をご利用ください。

私たちの銀河鉄道

　中村養護学校文化クラブ発表会も今年で

４回目を迎えました。

　歌や踊り、劇の大好きな生徒たちが、放

課後の時間に一生懸命練習してきました。

　今回は宮沢賢治原作「銀河鉄道の夜」を

脚色し、生きることの意味を問いかけます。

生徒と一緒に銀河鉄道を旅してみませんか。
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四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター 四万十市地域子育て支援センター “ぽっぽ”“ぽっぽ”“ぽっぽ”

四万十市地域子育て支援センター“ ぽっぽ ”問い合わせ先

※新たに参加を希望する人は、準備等の都合があります
　ので、あらかじめご連絡ください。①など番号のつい
　ている活動は、各日程ごとにグループに分かれます。

11月21日（火）

　小物編　手作りの小物や子ども服などの情報交換

11月24日（金）

　食編　簡単にできるおやつやおかずの情報交換

11月27日（月）

　身近な素材で作ろう編　廃物や自然物でできるおもちゃ

　　　　　　　　　　　や生活用品の情報交換

親子ふれあい活動　１・２・３歳児対象
広げよう趣味の輪

①12月1日（金）、②5日（火）、③7日（木） 9：30～11：30
子育て支援センター

　木の実や紙粘土でかわいいクリスマス飾りを

作るよ。飾りたいものがあれば持ってきてね。

クリスマス製作　①②③

時

場

①12月13日（水）、②14日（木）、③15日（金） 9：30～11：30
子育て支援センター

　手作りおもちゃや遊具でお母さんとのんびりゆったり

遊ぼう！

ぽっぽであそぼう　①②③

時

場

9：30～11：30

子育て支援センター

時

場

その他の活動

11月29日（水） 9：30～11：30
子育て支援センター

時

場

　11月に誕生日を迎えるお友だちをみんなでお祝いし

ようね。

お誕生会

①12月7日（木）、②8日（金） 9：30～11：30
子育て支援センター

時

場

　木の実や紙粘土でかわいいクリスマス飾りを作るよ。

飾りたいものがあれば持ってきてね。

ぴよちゃんクラブ　①②

中村四万十町２２４８－１（もみじ保育所内） （３５）３７４８

育児相談
　子育てについて思っていること、悩んでいること等お

気軽にご相談ください。電話相談だけでなく、直接来所

しての相談にも応じます。

　第3火曜日は、家庭児童相談員による育児相談を行って

います。

相談日/月～金曜日　9：00～17：00

※雨天の場合は中止します。もみじ、あおぎ保育所、愛育園以
　外は駐車場がありませんので、車での来所はご遠慮ください。

古津賀東保育所
具 同 保 育 所
も み じ 保 育 所

〃
古 津 賀 保 育 所

〃
あ お ぎ 保 育 所
愛 育 園
元 町 保 育 所

９：30～11：00
９：30～10：30
９：30～11：00
９：30～11：00
９：30～10：30
９：30～10：30
９：30～10：30
９：30～10：30
９：30～10：30

駐車場なし
駐車場なし

駐車場なし
〃

中村小前庭
駐車場なし

月　　　日保　育　所　名 時　　　間 備　　考

11月20日
11月22日
11月22日
12月13日
11月22日
12月14日
12月 8日
12月 9日
12月12日

月
水
水
水
水
木
金
土
火

園庭開放

１２番目のカード

３０日間マクドナルド生活

アムステルダム

飲食店の店長＆経営者

　これができなければ務まらない

四国（てくてく歩き２３）

ジュニアダイエット

世界の半分が飢えるのはなぜ？

台所の一万年

ティンブクトゥ

日本の世界遺産を旅する

バングラデシュ

ひとかげ

牡丹酒（深川黄表紙掛取り帖２）

レインツリーの国

ローマから行くトスカーナと周辺の街

★★★11月の新着図書から★★★

ジェフリー・ディーヴァー

マツモト　ケイジ

NOVA

宇井　義行

実業之日本社

渡辺　満利子

ジャン・ジグレール

山口　昌伴

ポール・オースター

JT B

旅行人編集部

よしもと　ばなな

山本　一力

有川　浩

田島　麻美

あきらめないこと、それが冒険だ

アホウドリに夢中

カメラを食べたゾウ

空港大図鑑

クジラの超能力

雲をみようよ

クローカ博士の発明

今野もんじろう

齋藤孝のイッキによめる！名作選 中学生

実物大恐竜図鑑

たがや　落語絵本

天の鹿

忍者の大常識

椋鳥の夢

紫ババアレストラン

野口　健

長谷川　博

大石　容子

PH P研究所

水口　博也

トミー・デ・パオラ

エルサ・ベスコフ

いわむら　かずお

齋藤　孝

デヴィッド・ベルゲン

川端　誠

安房　直子

黒井　宏光

浜田　廣介

松谷　みよ子

図書館だより図書館だより図書館だより図書館だより図書館だより図書館だより
一　般　書 児童書/えほん
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12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
は
人
権
週
間
で
す

　「
世
界
人
権
宣
言
」
は
、
基
本
的
人
権
お

よ
び
自
由
を
遵
守
し
確
保
す
る
た
め
に
、

世
界
の
す
べ
て
の
人
々
と
す
べ
て
の
国
々

と
が
達
成
す
べ
き
共
通
の
目
標
と
し
て
、

昭
和
23
年
（
１
９
４
８
年
）
12
月
10
日
の

第
３
回
国
際
連
合
総
会
に
お
い
て
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

　
国
連
は
、
世
界
人
権
宣
言
の
採
択
を
記

念
し
て
、
採
択
日
の
12
月
10
日
を
「
人
権

デ
ー
（H

u
m
a
n

　R
ig
h
ts

　D
a
y

）｣

と

定
め
、
加
盟
国
に
対
し
、
人
権
擁
護
活
動

を
推
進
す
る
た
め
の
各
種
行
事
を
実
施
す

る
よ
う
要
請
し
て
い
ま
す
。

　
法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
は
、
従
来
か
ら
、
関
係
機
関
等
の
協

力
を
得
て
、「
人
権
デ
ー
」
を
最
終
日
と
す

る
12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
の
１
週
間
を

「
人
権
週
間
」
と
定
め
、
世
界
人
権
宣
言

の
意
義
を
訴
え
る
と
と
も
に
人
権
尊
重
思

想
の
普
及
高
揚
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
高
知
地
方
法
務
局
で
は
、
今
年
度
の
人

権
週
間
行
事
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
県
内
の

主
要
個
所
で
「
特
設
人
権
相
談
所
」
を
開

設
し
、
Ｄ
Ｖ
・
セ
ク
ハ
ラ
・
ス
ト
ー
カ
ー

な
ど
の
女
性
に
関
す
る
人
権
問
題
や
、
児

童
虐
待
・
い
じ
め
・
体
罰
な
ど
子
ど
も
に

関
す
る
問
題
、
高
齢
者
や
障
害
者
に
関
す

る
問
題
、
そ
の
他
嫌
が
ら
せ
等
、
人
権
に

関
す
る
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　人権擁護委員をご存じですか。地域の

住民の皆さんの人権が侵されないように

絶えず見守り、もし、人権が侵されたと

きには法務局と連携して救済のための適

切な措置を採るとともに、人権尊重思想

をご理解いただくための活動をすること

を使命としています。

　家庭、学校、職場、地域社会などでの

困りごとや悩みごとは、お気軽に人権擁

護委員にご相談ください。費用は無料で、

相談内容の秘密は厳守します。

　「人権週間」の参加事業として人権フェスティバルを行

います。

　ご家族、ご近所お誘い合わせのうえご来場ください。

中
村
地
域

●
日
時
　
12
月
４
日（
月
）
10
時
〜
15
時

●
場
所
　
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

西
土
佐
地
域

●
日
時
　
12
月
４
日（
月
）
９
時
〜
12
時

●
場
所
　
西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

　
人
権
擁
護
委
員
が
、
金
銭
・
相
続
・
借

地
借
家
・
結
婚
・
離
婚
・
交
通
事
故
・
裁

判
費
用
な
ど
、
人
権
に
関
す
る
問
題
を
無

料
・
秘
密
厳
守
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

児童鼓笛隊街頭パレ－ド
●日時　12月9日（土）10時～11時30分
●出発セレモニ－　市立中央公民館（※雨天時は中央公民館 ２階大ホール）
●コ－ス　市立中央公民館→アピアさつき前→JA高知はた前→
　　　　　中村駅（休憩）→市立中央公民館
　　　　　※ 雨天時　市立中央公民館 ２階大ホール
●鼓笛演奏　中村南小学校児童
●プラカ－ド等掲示　東中筋中学校他
●啓発資料配布　標語入り風船・標語入りポケットティッシュ

児童生徒人権絵画標語作品展
●日時　12月７日（木）～10日（日）10時～16時
●場所　市立中央公民館 １階展示ホール

こども映画祭
●ビデオ　｢人権アニメ｣しっぱい いっぱい もいっかい　他
●日時　12月 ９日（土）・10日（日）13時30分～15時
●場所　市立中央公民館 ２階大ホール

高知地方法務局四万十支局　 （３４）１６００
（本庁）人権啓発課　 （３４）１１１１（内線１８１・１８２）
（市）教育委員会西土佐事務所　 （５２）１１１０

問い合わせ先

問い合わせ先

問い合わせ先

問い合わせ先

人権擁護委員はあなたの身近な相談パートナーです人権擁護委員はあなたの身近な相談パートナーです
あなたの街の人権擁護委員（敬称略）

右山五月町

右　山

渡川1丁目

下　田

蕨岡甲

中村本町3丁目

楠　島

中村百笑町

西土佐用井

西土佐大宮

西土佐岩間

竹田　均

小野川　和世

植田　あゆ子

岩瀬　幸吉

谷本　　宏

青山　高一（H18.12.31まで）

藤原　昭夫（H18.12.31まで）

佐田　政美

中平　嘉子

井上　治

度長　靖

高知地方法務局人権擁護課　 ０８８（８２２）３５０３

四万十市人権フェスティバル

（本庁）人権啓発課　 （３４）１１１１
        （内線１８１・１８２）

高知地方法務局四万十支局
（３４）１６００

特設人権相談所（無料）
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行事名 開催日 会　場

第48回四万十市美術展 11月22日～27日 中央公民館

（11月後半～12月）第２回四万十市文化祭のご案内第２回四万十市文化祭のご案内第２回四万十市文化祭のご案内
四万十市文化祭を開催します。お誘い合わせのうえ、ご来場ください。

主催　四万十市・四万十市教育委員会・四万十市文化祭執行委員会

後援　高知新聞社　読売新聞高知支局　毎日新聞高知支局　朝日新聞高知総局　ＮＨＫ高知放送局　ＲＫＣ高知放送

　　　ＫＵＴＶテレビ高知　ＫＳＳさんさんテレビ　エフエム高知　

◆主催行事

行事名 開催日 会　場

平成18年度中央区小中学校音楽祭

第31回中村中学校吹奏楽部ブラスコンサート

幡多地区小中学校連合音楽祭

藤原真理チェロコンサート

謡と仕舞

第2回一條大祭大衆芸能祭

一條大祭歌謡フェスティバル

第2回四万十市文化祭参加県下合同歌会

劇団風の子東北公演「ロボットじろう」

第22回帽子と花の展覧会

第26回アーティストハウス宵架館グループ展

秋の茶会

第32回清水千代子バレエ研究所発表会

第2回四万十市文化祭西土佐会場

社交ダンスＣＲ会発表会

フェスティバルＫＨＫ

11月16日～17日

11月18日

11月19日

11月19日

11月23日

11月23日

11月24日

11月29日

12月1日

12月2日～5日

12月2日～5日

12月3日

12月3日

12月3日

12月9日

12月16日

12月25日

文化センター　大ホール

文化センター　大ホール

文化センター　大ホール

ヨンデンプラザ中村　多目的ホール

文化センター　大ホール

天神橋1組

文化センター　大ホール

中央公民館　大会議室

中村小学校　体育館

中央公民館　展示ホール

中央公民館　大ホール

中央公民館　和室　研修室　大会議室

文化センター　大ホール

西土佐ふれあいホール

中央公民館　大会議室

文化センター　大ホール

文化センター　大ホール

問い合わせ先　（市）教育委員会生涯学習課働く婦人の家　  （３４）６２９９

ヤングピアニストコンサート2006 
四国西南地区大会

◆参加団体行事

第４回 環境にやさしい農業推進交流大会のご案内
日時　11月19日（日）10時～13時（開場９時30分）
場所　市立中央公民館（右山五月町）
　　　 9：30　開場・受付
　　　10：00　開会・主催者挨拶
　　　10：10　市内生産者による取り組み事例発表
　　　10：20　調理実演　
　　　　　　　地産地消料理『有機野菜を中心とした
　　　　　　　メニューの提案』
　　　11：50　食の交流会
　　　12：40　市内消費者による食の提案
　　　13：00　閉　会

　料理人の手により、四万十こだわり農産
物を主な食材として、有機野菜の素材をい
かした斬新な家庭料理を提案します。

●調理講師
　北川辰彦さん（割烹常連店主）
　森脇誠嗣さん（中国料理曼陀羅屋オーナーシェフ）

募集人員　50人（先着順）
参 加 料　1,000円（食材実費、記念品代）
申込期限　11月15日（水）まで

主催：四万十市・環境にやさしい農業のための研究会

申し込み・問い合わせ先

（本庁）農林水産課　 （３４）１１１７

随時　四万十こだわり農産物の展示

※四万十こだわり農産物
　環境にやさしい農業のための研究会による独自の基準（無農
　薬・減農薬栽培基準）により生産される農産物（米、野菜など）

調理実演・食の交流会
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　前納報奨金制度は、自主納税意識の向上・税収

の早期確保等を目的に昭和20年代に全国的に創設

され、四万十市では、固定資産税・市県民税につ

いて、最初の納期に年税額を一括で納付した場合、

前納報奨金を交付しています。

　しかし、この制度は長年にわたる納税者の皆さ

まのご協力により、ほぼその目的は達成され、か

えって報奨金に係る財政負担が増大しています。

　また、この制度の適用が固定資産税・市県民税

（普通徴収分）に限定されていること、さらに市

県民税においては納税義務者の大半を占める給与

所得者（給与者のほとんどが市県民税を給料天引

きの特別徴収により納入しています）にはこの制

度の適用が受けられないため不公平が生じている

ことや、全国的にもこの制度を廃止する団体が増

えている状況から、平成19年度より前納報奨金制

度を廃止することとしました。

　前納報奨金制度の廃止にご理解いただくととも

に、今後とも市税の納付にご協力いただきますよ

うよろしくお願いします。

　なお、前納報奨金は廃止されますが、従来どお

り税を一括で納付することはできます。

　また、平成18年度固定資産税や市県民税を口座

振替で全期一括納付した皆さんには、平成19年度

以後の納付方法に関するハガキをお送りする予定

です。

平成19年度から 固定資産税・市県民税（普通徴収）の前納報奨金を廃止します

（本　　庁）税務課収納係　 （３５）５５５２
（総合支所）総務課税務係　 （５２）１１１１問い合わせ先

四万十市中村地域雇用促進協議会での取り組み

みなも

「おもてなし（接遇）講座」風景

「インストラクター育成講座」風景

　四万十市中村地域雇用促進協議会は、厳しい雇用情勢が続いている当
市の状況を改善するために、平成17年10月28日に行政・観光関連団体等
によって設立しました。
　協議会では、「四万十川の水面に輝く観光のまちづくり」をテーマに、
観光客の増加を図ることにより、観光産業の発展を図り、雇用の創出を
していきたいと考えています。事業推進のため
に、国の委託事業であるパッケージ事業に本年
７月３日付で受託し、観光産業の更なる拡大の
ための中核となる人材および専門的能力の高い
人材を本協議会で平成18年度から平成20年度の
３年間で育成し、創出していきます。

第１段事業

い
よ
い
よ
活
動
開
始
！

四
万
十
の
森
救
援
隊

　
森
林
保
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
四

万
十
の
森
救
援
隊
」（
遠
山
道
男
代
表 

会
員
31
人
）
が
今
年
６
月
に
立
ち
上

が
り
ま
し
た
。
県
の
森
林
環
境
税
の

補
助
事
業
に
よ
り
中
村
市
森
林
組
合

か
ら
間
伐
に
必
要
な
機
械
器
具
等
が

支
給
さ
れ
、
い
よ
い
よ
市
内
の
山
林
で

間
伐
を
実
施
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
四
万
十
川
流
域
の
山

林
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
間
伐
を
行
い
、

四
万
十
の
森
づ
く
り
の
た
め
環
境
保

全
や
水
質
保
全
に
向
け
て
取
り
組
み

ま
す
。

　
ま
た
、
11
月
11
日
の
「
こ
う
ち
山

の
日
」
に
は
広
報
四
万
十
10
月
号
で

お
知
ら
せ
し
た
「
四
万
十
川
森
林
間
伐

体
験
」
を
佐
田
沈
下
橋
下
流
の
山
で
市

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
に
よ
り
行

い
ま
す
。
大
勢
の
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
四
万
十
川
森
林
間
伐
体
験
に
つ
い

　
て
の
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
（
本
庁
）農
林
水
産
課
林
業
振
興
係

　
　
　
　

（
３
４
）１
１
１
１

　
　
　
　
　（
内
線
２
１
１
・
２
１
７
）

　「おもてなし（接遇）講座」には20人の定員に対し
49人の参加者が集まり、10月３日に修了しました。
　「ホームヘルパー３級養成講座」にも、30人の定
員に対し34人の参加者が集まりました。参加者には、
この講座をいかして、自分の技術のレベルアップに
つなげていただきたいと思います。
　また、協議会では、「インストラクター育成講座」
を10月に３回実施し、フィールドインストラクター
の育成（インストラクターとしてのレベルアップを
図るとともに、一つの分野〔例：カヌー〕だけでな
く、幅広くインストラクションできる人材の養成お
よび育成を実施していく）を図っています。

今後の活動

　今年度、観光資源の再確認講座、観光ガイド養成講座等の
講座を開催し、人材育成をサポートしていきます。
　また、平成19年度、平成20年度には、上記以外にも「ＩＴ
養成講座」、「ホームヘルパー２級養成講座」等を開講する予定
ですので、詳細等決まり次第お知らせしていきます。

問い合わせ先

四万十市中村地域雇用促進協議会（担当　上田）

TEL・FAX（３４）４０５４
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～ごみの減量で経費節減を～

VVOO LL .. 11 44

問い合わせ先

（本庁）地球環境課
（３４）６１２６

（総合支所）住民課
（５２）１１１１

① ごみをできるだけ減らす（リデュース）
② 物をできるだけ繰り返し使う（リユース）
③ ごみを資源として再び利用する（リサイクル）

３Ｒでごみ減量３Ｒでごみ減量３Ｒでごみ減量！！！！！！

ごみ減量大作戦！ごみ減量大作戦！

ごみ排出量削減率別の幡多クリーンセンター負担金推移

57,000 

56,000 

55,000 

54,000 

53,000 

52,000 

51,000 

50,000 

49,000

（万円）
18,000 

16,000 

14,000 

12,000 

10,000 

8,000 

6,000 

4,000 

2,000 

0

（t/年）

H16年度
ごみ排出量

ごみ排出量 幡多クリーンセンター負担金

10％減量 20％減量 30％減量

　ごみ処理経費として、四万十市は幡多クリーンセンターへ年間約５億6,000万円（平成17年度決算額）の

負担金を支払い、市の財政を圧迫していますが、ごみを30パーセント減量（１人が１日330グラム減量）

すると負担金は5,000万円削減（年間１人1,300円の削減）されます。

　皆さんのご協力をお願いします。

　先月号では、ごみ減量の３つのポイントのうちごみを減らすことについてご協力をお願いしました。

　今月は、再使用（リユース）について取り組んでいきましょう。

　「もったいない｣意識を持つことがその第一歩です。

　これらを実践することにより、余分なモノは買わなくなるし、捨てるしかないと思っていた意外なモノ

がお金になるかもしれません。ちょっとした工夫で経費削減になり、家計は大助かりです。

　ご協力をお願いします。

　●チラシなどは裏面をメモ用紙として使用する
　●物が壊れた場合は、まず修理して使う
　●台所で余った食材があれば、アイデアを出して料理に使用する
　●ビールビンや牛乳ビンなどは購入したお店に返す

330グラムに相当する
ごみの例示

■新聞紙なら　18枚
■週刊誌なら　1冊
■ペットボトルなら　12本
■アルミ缶なら　15本

＊上記数値は四万十市のみごみを減量した場合です

再　使　用

（リユース）

●いらなくなったものをごみとして捨ててしまう前に、何かに使えないかを考えてみましょう。

●自分ではもういらないと思っても、必要としている人がいることもあります。

●リユ－スは、一番コストのかからないごみの減量方法です。

1人1日
110ｇ減量

1人1日
220ｇ減量

1人1日
330ｇ減量

実践１　最後までとことん使う

　●牛乳パックをペン立て・小物入れに変える
　●ペットボトルをじょうろや貯金箱などに変える
　●着られなくなった衣類は雑巾や枕カバーなどに変える

実践３　他の使えるものに変える

　●着なくなった服や使わなくなった日用品はフリーマーケットに出す
　●不用なものはリサイクルショップに持っていく

実践２　必要とする人に譲る

10
10

付属鍼灸院 （３４）４７９８　中医鍼灸院 （３１）５２１１
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「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」を送付します

現況届の提出が不要になります

　年金受給者は生存等の確認のため、1年に1回現況届の提出が必要でしたが、今年から住民基本台帳ネッ

トワークシステムを活用することにより、12月生まれの人から原則として不要になります。

　ただし、次の該当者はこれ以後も現況届が必要です。

　また、現況届が不要な人でも、つぎの場合は該当の届け出が必要です。

①社会保険庁で保有している本人基本情報（氏名、性別、生年月日、住所）と住民基本台帳ネット

　ワークシステムの情報が相違し、住民基本コードを確認できない人

②外国籍の人

③外国に居住している人

①加給年金額を受けている場合は「生計維持確認届」の提出が必要です

②障害の程度を確認するために「診断書」の提出が必要なとき

高知社会保険事務局幡多事務所　　（本庁）市民課国保年金係　　（総合支所）住民課住民国保係

（34）1616 （52）1111（34）1114
問い合わせ先

休日・時間外の年金相談のお知らせ
○11月11日（土）は、高知社会保険事務局幡多事務所で、9時30分から16時まで年金相談を行います。

○11月13日（月）は、高知社会保険事務局幡多事務所で、年金相談の受付時間を19時まで延長します。

○11月16日（木）は、総合支所で10時から12時まで、13時から15時まで年金相談を行います。

◎ 国民年金保険料は翌月末が納付期限です。期限内に納めるようにしましょう。

◎ 国民年金保険料の支払いは、便利でお得な「口座振替」をご利用ください。

＊提出が必要な届け出については、社会保険業務センターから受給者へ書類が送付されます。

　所得税法の一部改正により、平成17年分の所得の申告から、国民年金保険料を社会保険料控除として申

告する際に、１年間に納付した国民年金保険料額を証明する書類の添付等が義務付けられました。

　平成18年度の申告に必要な「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」は11月上旬に送付されます。

この証明書には、平成18年１月から9月までの間に納付された国民年金保険料額（口座振替者は10月2日

引き落とし分まで）と、年内に納付が見込まれる場合の納付見込額を記載しています。

　年末調整または確定申告の際には、この証明書や領収証書が必要となりますので、申告を行うまで大切

に保管してください。

　なお、平成18年10月から12月までの間に、本年初めて国民年金保険料を

納付する人につきましては、この証明書の発送は平成19年2月上旬を予定し

ています。ご了承ください。

　この証明書に関するお問い合わせは、証明書表面に記載されたお問い合わ

せ先へお願いします。

　証明書および領収証書を紛失された場合は、高知社会保険事務局幡多事務

所までご相談ください。

■中医学研究所　診療は予約制となります。問 付属診療所 （３４）３５５８　中医クリニック （３１）５２００○



14時～17時、健康管理センター。事前にお申し込みください。 （市）健康管理センター （３４）２１５６問 16

平
成
18
年
11
月
号

（本庁）保健介護課　 （34）1165　（総合支所）保健課　 （52）1132 問い合わせ先問い合わせ先

介護サ－ビスを利用するには、介護が必要な状態であると認定を受ける必要があります。

要介護認定の順序はこのようになっています。

本人または家族が申請書を担当窓口まで提出してください。
（法令で定められた居宅介護支援事業者や介護保健施設・地域包括支援センターに
代行してもらうこともできます）

申　請

市の担当職員や社会福祉協議会の担当職員が自宅や病院（施設）を訪問し、心身の
状態や日常生活動作などについて本人や家族から聞き取り調査をします。訪問調査

引き続きサービスを利用する場合には、介護保険証に記載の認定の有効期間（３カ月
～24カ月）が終了する前に、更新の申請をしてください。

要介護状態ではないが、要介護状態にならないための支援が必要な状態

要支援１の状態より基本的な日常生活を行う能力がわずかに低下し、何ら
かの支援が必要

更新申請

訪問調査の結果を全国一律の基準において、コンピュータにより一次判定し、介護
認定審査会で訪問調査や主治医の意見書を参考にどれくらいの介護が必要か、「要
介護状態区分」の判定をします。

認定審査会

本人の希望や状態に応じた介護サービス計画(ケアプラン)を立て、
サービスを利用します。

ケアプランの作成と
サービスの利用

審査判定結果に基づいて、市が認定を行います。原則として申請日から30日以内に
通知します。認　定

まず、市の窓口に相談します。その上で納得

できないときは、認定の通知があった日の翌

日から60日以内に高知県に設置されている介

護保険審査会に審査請求ができます。

認定結果に納得できないときは?

※心身の状態が悪くなったり、必要とされる介護の状況が変わったときは、いつでも変更の申請ができます。

要介護区分は、平成18年４月以降、以下のとおりとなっています。

予
防
給
付（
要
支
援
者
）

介
護
給
付（
要
介
護
者
）

要介護状態区分 心身の状態例

要支援１
※経過的要介護

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

排泄、入浴、清潔、整容、衣服の着脱などに一部介助が必要な状態

排泄、入浴、清潔、整容、衣服の着脱などに一部介助または全介助が必要な状態

排泄、入浴、清潔、整容、衣服の着脱などに全介助が必要な状態

排泄、入浴、清潔、整容、衣服の着脱などに全面的な介助が必要な状態

日常生活の全般にわたって全面的な介護が必要な状態



■養生健康相談　自分にあった養生法を知りたい人、病気の予防や健康に関する質問などご相談ください。　11月30日（木）
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　中医学は、体質を非常に大切にします。病気は体質の偏りからおこるといっても過言で
はありません。体質の偏りは、日々の食事や生活の積み重ねによって生じます。チェック
項目に３つ以上あてはまるようなら要注意！早めに対処して予防をしましょう。

　ここに書いた体質や養生法はあくまでも参考です。たとえよいものでもとりすぎると逆効果になるこ
ともありますので、ご注意ください。
　それでは、ご自分にあった養生法を見つけるきっかけになりますように。　　　　薬剤師　栢岡珠美

気虚体質
ききょ

気虚とは、体を維持し活動させるためのエネルギーが低下した状態です。

□ 忙しい　過労気味だ

□ 疲れやすい

□ 風邪をひきやすい

□ 食欲がない

□ 軟便ぎみ

・水分をとりすぎない。

・偏食をせず、よく噛んで食べる。

・たまにはのんびりと休む時間をつくる。

・森林浴など自然と親しむ。

チェック項目 養　生　法 食養生

○：根菜類、穀物類、にんにく、鶏肉、
　　うなぎ、しいたけなど
△：ビール、乳製品、果物、生野菜、刺身
　　はとりすぎに注意しましょう。
×：どくだみ、アロエの常飲常食は避け
　　ましょう。

気滞血�体質
きたいけつお�

気や血はつねに流れていることで正常な働きをすることができます。気滞血�とは、
ストレスや運動不足などで気と血の流れが滞った状態です。

□ 肩凝りがある

□ ストレスを感じている

□ 皮膚のシミ・ごわつきがある

□ 生理痛がひどい

□ 運動不足だ

・適度な運動をする。

・自然と親しみ、ストレスを

　ためない生活をする。

・部屋の換気をこまめに行う。

チェック項目 養　生　法 食養生

○：＜気のめぐりをよくする作用をもつもの＞
　　そば、大根、みかん、ジャスミン、はっか、
　　しそ、ねぎなど
　　＜血のめぐりをよくする作用をもつもの＞　
　　にんにく、にら、きくらげ、紅花など

湿熱体質
しつねつ

食べ過ぎやお酒の飲みすぎなどで、体内に余分な水分(湿)と過剰な熱が生じている状態です。

□ 暑がりもしくは赤ら顔だ

□ 汗っかきだ

□ からだが重だるい
　（とくに雨の日）

□ 下痢気味だ

□ お酒や香辛料をよくとる

・脂っこいもの、濃い味のものを
　控える。
・飲酒はほどほどにする。
・よく噛んで食べ、食べ過ぎない。
・食後にすぐ横にならない。
・規則正しい排便を心がける。

チェック項目 食養生

○：はとむぎ、あずき、すいか、キウイ、
　　れんこんなど
△：アルコール類（ビール、水割りなど）、
　　刺身、乳製品、香辛料などはとりすぎ
　　ないよう注意しましょう。

痰湿体質
たんしつ

水分のとりすぎや冷たいものの食べ過ぎなどで、体に余分な水分（痰湿）が生じている状態です。

□ むくみやすい

□ からだが重だるい
　（とくに雨の日）

□ たんや鼻水が出る

□ ふきでものや湿疹ができやすい

□ 水分や甘いものをよくとる

・冷たいものの飲食を控え、加熱調理したもの
　をとる。　
・甘いもの、脂っこいもの、濃い味のものを控える。
・よく噛んで食べ、食べ過ぎない。
・食後にすぐ横にならない。
・規則正しい排便を心がける。

チェック項目 食養生

○：はとむぎ、あずき、そら豆、
　　えんどう豆、いんげん豆
　　など
△：ビール、乳製品、果物、生野
　　菜、刺身などは、とりすぎ
　　に注意しましょう。

陰虚体質
いんきょ

体に潤いを与え、過熱するのを抑える水分（陰分）が不足した状態です。

□ 暑がりだ

□ のどが渇く

□ 皮膚がかさつく

□ 寝汗をかく

□ 夜更かしをする

・過労を避ける。

・夜は早めに休み、充分な睡眠をとる。

・汗をかきすぎない。

・辛いものや刺激の強いものを控える。

チェック項目 食養生

○：玄米、山芋、ごま、季節の果物（秋：ナシ、
　　ぶどう　夏：桃、夏みかん）など
△：香辛料、栄養ドリンク剤などは控えめ
　　にしましょう。

血虚体質
けっきょ

血は体を滋養するほか、精神活動にも関係しています。血虚とは、この血が不足した状態です。

□ こむら返りをおこす

□ 目が疲れやすい

□ 皮膚がかさつく

□ 不安・不眠がある

□ 夜更かしをする

・生ものや冷飲食を控えて、加熱調理
　したものを食べる。
・レバーや豚肉など動物性タンパクを
　適度にとる。
・目や頭の使いすぎを避け、夜は早めに寝る。

チェック項目 食養生

○：ごま、ホウレン草、きくらげ、
　　ブルーベリー、プルーン、クコの実など
△：ビール、乳製品、果物、生野菜、刺身
　　はとりすぎに注意しましょう。
×：どくだみ、アロエの常飲常食は避
　　けましょう。

陽虚体質
ようきょ

陽虚とは体をあたためる作用が低下した状態です。

□ 冷え性だ

□ トイレが近い

□ むくみやすい

□ 冷たいものや生ものをよくとる

□ 下痢・腹痛がおこる

・からだを冷やさないように、

　あたたかく保つ工夫を。

・冷たいものの飲食を控え、

　加熱調理したものをとる。

チェック項目 食養生

○：根菜類、鶏肉・羊肉、ニラ、クルミ、クリ、ナ
　　タマメ、にんにく、しょうが、シナモンなど
△：麦茶や日本茶、ビール、乳製品、果物、生野菜、
　　刺身はとりすぎに注意しましょう。
×：どくだみ、アロエの常飲常食は避けましょう。

簡
単
！
体
質
チ
ェ
ッ
ク
で
健
康
に

養　生　法

養　生　法

養　生　法

養　生　法

養　生　法
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○やなせたかし　土佐くろしお鉄道（株）C
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中村⇔窪川59,500円、中村⇔宿毛34,300円、宿毛⇔窪川86,800円　　土佐くろしお鉄道（株）中村駅 （３５）４９６１問

定　　員　17人  

料金　　　大　人5,300円　小学生3,800円

募集締切　11月27日(月)  

今回は12月の高知東海岸へのツアーをご紹介します。
足をのばして、ごめん・なはり線とレトロなボンネットバスを利用した
“初冬の県東部への旅”いかがですか。

（6：12中村駅発－9：09高知駅発）

（昼食付き）

（16：46高知駅着－20：23中村駅着）

◆申し込み・問い合わせ先◆　土佐くろしお鉄道(株)安芸駅 0887（34）8800

12月10日（日）

東海岸ツアー

武士の町並み散策と酒蔵探訪ツアー
[安芸市、香南市]　

9：27 後免駅発
⇒自然・田舎体験

⇒16：21 後免駅着

行 

程

定　　員　17人  

料金　　　大　人5,300円　小学生4,300円

募集締切　12月４日(月)  

（6：12中村駅発－8：30高知駅発）

（昼食付き）

（18：29高知駅着－20：23中村駅着）

12月17日（日）
もぎたては最高！東洋町特産ポンカン狩り

[東洋町]　

8：46 後免駅発
⇒自然・田舎体験

⇒18：08 後免駅着

行 

程

高知東海岸ツアーは後免駅発着の料金設定です。後免駅までの費用は別途かかります。

中村駅で鉄道利用促進イベントを行いました

　10月14日の鉄道の日に中村駅において、中村・宿毛線各駅の清掃美化活動などを

行っている各個人・団体に、感謝状と記念品の贈呈を行いました。皆さんのおかげ

で、住民の方々が気持ちよく駅を利用できます。本当にありがとうございました。

感謝状贈呈者（10個人6団体　敬称略・順不同）
　○朝比奈 茂喜、江口 みなと、橋田光史、弘田 浩三、エム・オーエー文化財　　

　　団山月、古津賀をよくする会、四国電力株式会社中村支店、土佐くろしお　　

　　鉄道中村・宿毛線を守るネットワーク会議（以上四万十市）

　○荒井 数子、尾崎 正光、中山 美代子、松井 忠臣、矢野 三郎（以上黒潮町）

　○若井子供会、若井部落（以上四万十町）

　○清家 三枝子（宿毛市）

第13回鉄道の日ボランティア表彰が行われました

　秋晴れの続いた9月の末に、駅前広場を舞台として「中村駅まつり」（28日）と「中村駅ミニコンサート」（30日）

を行いました。

　28日夜の駅まつりでは、かわらっこの物産展や夜店などが軒を並べ、場内へ飾られたイルミネーションの灯りと

ともに「まつり」の雰囲気を醸し出しました。

　今年は「土佐くろを救え！高校生の主張」と題して、列車通学の高校生6人が、土佐くろしお鉄道への応援メッ

セージや利用促進策の提案などで、詰めかけた多くの市民の皆さんに鉄道の必要性を訴えてくれました。

　このあと、一條大祭歌謡フェスティバル予選があり、駅裏河川敷からのミニ花火打上げのあと、ミニ餅投げを行

い、大盛況のうちに終了しました。

　30日午後に行った高校生によるミニコンサートでは、バンド演奏やマジックショーとともに鉄道存続を訴えるメ

ッセージも披露してくれました。また、会場へは幡多農業高校やかわらっこの物産展も出店してもらいました。

　まつり、ミニコンサートともに協力していただいた沿線の皆さん、本当にありがとうございました。

「安芸虎」の蔵元と「豊乃梅」の蔵元。
伝統の酒造りを見学。

白浜を眺めながらゆっくりランチを
楽しもう
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■貸切イベント列車運行中　仲間同士の飲み会や結婚式の２次会などにどうぞ。〈運行区間・料金（１両貸切・定員35人）〉

南
海
地
震 

そ
の
時
あ
な
た
は
…
　 

４

　
翌
日
行
わ
れ
る
女
学
校
の
バ
ザ
ー
へ

友
だ
ち
と
行
く
の
を
楽
し
み
に
眠
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
バ
ザ
ー
が
行
わ
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。

　
当
時
は
父
母
と
兄
弟
６
人
の
８
人
で

暮
ら
し
て
い
た
。
小
学
校
６
年
生
だ
っ

た
私
は
父
母
と
妹
と
４
人
で
一
緒
に
、

兄
と
姉
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
部
屋
で
寝
っ

て
い
た
。
揺
れ
で
目
が
覚
め
た
の
だ
ろ

う
か
、
目
が
覚
め
る
と
家
が
ギ
シ
ギ
シ

と
音
を
た
て
て
い
た
。
別
室
で
寝
て
い

た
兄
と
姉
に
向
か
っ
て
「
出
よ
！
」
と

い
う
父
の
叫
び
声
に
、
戸
を
お
も
い
き

り
開
け
る
と
は
だ
し
の
ま
ま
家
か
ら
飛

び
出
し
た
。
庭
を
通
り
抜
け
て
畑
に
出

た
と
き
、
揺
れ
は
さ
ら
に
大
き
く
な
り

自
分
の
意
志
で
動
く
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
て
い
た
私
は
畑
の
上
を
転
が
っ
て

い
た
。そ
の
時
「
こ
れ
が
地
球
の
最
後
な

の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
で
終
わ
り
に
な
る

ん
だ
ろ
う
か
」
と
思
っ
た
。
揺
れ
が
お

さ
ま
っ
た
あ
と
、
家
族
で
声
を
か
け
あ

っ
た
。み
ん
な
無
事
で
ほ
っ
と
し
た
。
ま

だ
時
刻
は
午
前
４
時
す
ぎ
、
辺
り
は
ま

だ
暗
か
っ
た
が
畑
か
ら
東
側
を
み
る
と

い
つ
も
の
景
色
と
は
違
う
光
景
が
目
に

入
っ
た
。
目
の
前
に
あ
っ
た
は
ず
の
建

　

物
は
崩
れ
落
ち
、
影
も
形
も
な
く
な
っ

て
い
た
。
大
地
震
の
後
に
は
地
割
れ
が

起
き
る
か
ら
戸
板
に
乗
れ
と
昔
は
言
っ

た
も
の
で
す
。
家
族
で
家
の
戸
板
を
は

ず
し
て
そ
の
上
に
座
っ
た
。
12
月
の
朝

は
と
て
も
寒
く
、
暖
を
と
る
た
め
、
た

き
火
を
し
な
が
ら
近
所
の
人
と
一
緒
に

夜
が
明
け
る
の
を
待
っ
た
。
日
が
差
し

て
く
る
ま
で
本
当
に
長
か
っ
た
。
幸
い

に
も
家
は
つ
ぶ
れ
な
か
っ
た
が
食
器
な

ど
も
割
れ
て
し
ま
っ
て
い
て
使
え
る
も

の
は
何
一
つ
残
っ
て
い
な
か
っ
た
。
兄

は
バ
ー
ル
を
持
っ
て
家
の
下
敷
き
に
な

っ
た
人
を
助
け
に
い
っ
た
。
家
の
張
り

の
下
敷
き
に
な
っ
て
生
き
た
ま
ま
火
に

飲
み
込
ま
れ
た
人
も
い
た
と
話
に
聞
い

た
。

　
精
神
的
な
シ
ョ
ッ
ク
は
と
て
も
大
き

く
、
特
に
当
時
小
学
校
２
年
だ
っ
た
妹

の
シ
ョ
ッ
ク
は
大
き
か
っ
た
。
お
び
え

て
昼
も
一
人
で
い
る
こ
と
が
で
き
ず
、

夜
に
な
る
と
泣
く
と
い
う
日
々
が
し
ば

ら
く
続
い
た
。
震
災
か
ら
３
日
後
、
傾

い
て
倒
れ
か
け
て
い
た
裏
の
家
が
倒
壊

し
た
。
火
で
も
あ
が
っ
て
い
る
の
か
と

思
う
ほ
ど
の
土
煙
と
ド
ー
ン
と
い
う
恐

ろ
し
い
音
に
震
え
上
が
っ
た
の
を
覚
え

　

て
い
る
。
小
学
校
は
２
階
建
て
２
棟
と

平
屋
１
棟
で
な
っ
て
い
た
が
、
平
屋
は

つ
ぶ
れ
、
２
階
建
て
は
北
側
に
倒
れ
て

い
た
。
し
ば
ら
く
の
間
、
学
校
の
復
旧

作
業
に
行
っ
た
。
被
災
か
ら
３
カ
月
後

に
撮
っ
た
卒
業
写
真
は
倒
れ
た
校
舎
の

前
で
写
す
こ
と
に
な
っ
た
。
思
い
出
し

た
く
な
い
思
い
出
が
、
写
真
と
し
て
そ

の
ま
ま
の
姿
で
残
っ
て
い
る
。

　
空
襲
を
避
け
る
た
め
疎
開
の
経
験
も

し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
の
な

か
で
最
も
恐
ろ
し
か
っ
た
経
験
は
こ
の

時
の
経
験
で
あ
る
。

家庭での対策
　家具が倒れてきてけがをしたり、逃げ道をふさいでしま

うことがあります。家具は置く場所を工夫したり、壁や柱

などに固定するなど倒れてこないよう工夫する必要があり

ます。また、家具の上に物を置くのも危険です。地震の揺

れで落ちてけがをする危険があります。

　身の回りをもう一度点検してみましょう。

特 集

これで終わりかと感じた
大橋通　吉岡大惠さん（72）

昭和の南海大地震体験談

大橋通４・５丁目交差点付近から西方向
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詳細はホームページをご覧ください。http://www.city.shimanto.lg.jp/baner.html　　（本庁）企画広報課 （３４）６１２８問

今月は

の納付月です

11月の防災メモ

国民健康保険税　４期分

下水道事業受益者負担金３期分

平常時の活動

◆災害を知る

　想定される災害（揺れ、津

　波、火災、土砂災害等）の

　学習

◆地域を知る

　防災マップづくり（避難場

　所、避難経路等）

◆訓練をする

　避難訓練、防災資機材の使

　い方訓練等

災害時の活動

　避難、出火防止、初期消火、

　情報の収集・伝達、救出、救

　護等

自主防災組織の

活動には

次のようなものが

考えられます

「いざ」というときに

備えて、日ごろからの

準備が大事！

出張無料法律相談 相
　
談　

主
に
暴
力
団
に
絡
む
困
り
ご
と
や
悩
み
ご
と
を

お
受
け
し
ま
す
。
法
律
問
題
や
事
件
が
ら
み
等
困

り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
12
月
７
日（
木
）
13
時
〜
16
時

場
　
所
　
市
立
文
化
セ
ン
タ
ー

相
談
に
応
じ
る
人

高
知
弁
護
士
会
所
属
民
事
介
入
暴
力
対
策
委
員
会

　
近
藤
啓
明
弁
護
士

高
知
県
警
察
本
部
暴
力
団
対
策
課
担
当
者

（
財
）暴
力
追
放
高
知
県
民
セ
ン
タ
ー
相
談
委
員

　
高
知
県
幡
多
土
木
事
務
所
で
は
、
百
笑
地
区
で

道
路
側
溝
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
工
事
に
際
し
て

は
、通
行
制
限
を
実
施
し
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
を

は
じ
め
、
日
頃
よ
り
当
区
間
を
利
用
し
て
い
る
皆

さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

場
所
　
県
道
川
登
中
村
線
　
百
笑
地
区
内

期
間
　
11
月
中
旬
〜
平
成
19
年
３
月
下
旬

通
行
制
限
内
容

　
８
時
30
分
〜
17
時
ま
で
全
面
通
行
止
め
を
実
施

し
ま
す
。
な
お
、
工
事
区
間
に
お
住
ま
い
の
人
に

は
、
交
通
整
理
人
（
ガ
ー
ド
マ
ン
）
の
誘
導
に
よ

り
通
行
を
確
保
し
ま
す
。

不動産無料相談会 相
　
談

（社）高知県宅地建物取引業協会幡多支部

（３５）４６７４

問 （財）暴力追放高知県民センター

０８８（８７１）０００３

問

日
　
時
　
11
月
11
日（
土
）
13
時
〜
16
時
30
分

場
　
所
　
市
立
中
央
公
民
館
　
３
階
研
究
室

内
　
容
　
不
動
産
の
取
引
、
管
理
等
に
関
す

　
　
　
　
る
無
料
相
談
会

主
　
催
　
（
社
）
高
知
県
宅
地
建
物
取
引
業
協

　
　
　
　
会
幡
多
支
部

子犬の譲渡会 お
　
知
　
ら
　
せ

幡多福祉保健所　食品・衛生課　 
（３４）５１１９

日　時　11月22日（水）9時40分～11時50分

場　所　高知県中村小動物管理センター（古津賀3096-34）

子犬を譲りたい人の受付    　9：40～10：10

子犬を飼いたい人の受付    10：00～10：20

譲渡犬の決定　　　　　    10：25～10：40

（希望者が重複する場合は抽選）

飼い始め講習会　　　　    10：40～11：40

譲渡犬の譲り渡し　　　　11：40～11：50

●子犬を譲りたい人 
　離乳がすんだ生後２～３カ月の健康な子犬が対象となります。 
　事前に、必ず連絡をしてください。 
　なお、当日は印鑑を持ち、子犬を会場まで連れて来てください。
●子犬を飼いたい人 
　当日は、必ず、印鑑と子犬を入れる箱を持って来てください。また、子
　犬の譲渡が決まった場合は、講習会を受けていただきます。なお、原則
　として、本人への譲渡となりますので、代理はご遠慮ください

問 ※譲渡できる子犬がいない場合は、

　中止となることがあります。

ワンワ
ン！

通行制限
お
　
知
　
ら
　
せ

幡多土木事務所工務第一課工務第二班　森下
（３４）５２２２

問

四
万
十
川

国
道

４
４
１
号

至
川
登

至
高
知

県
道
川
登
中
村
線

県道中村下ノ加江線

須賀神社

丸の内

木材団地

市道
城西
線

至
宿
毛

通
行
止
区
間

四
万
十
市

水

道

課
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■市ホームページに広告をのせませんか　市公式ホームページに掲載するバナー広告（有料）を募集しています。掲載に関する

狩猟解禁となります お
　
知
　
ら
　
せ

問

問

　
今
年
も
11
月
15
日
（
水
）
か
ら
狩
猟
が
解
禁
に
な
り

ま
す
。

　
狩
猟
期
間
は
翌
年
２
月
15
日
（
木
）
ま
で
で
す
が
、

イ
ノ
シ
シ
お
よ
び
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
つ
い
て
は
高
知
県

が
策
定
し
た
特
定
鳥
獣
保
護
管
理
計
画
に
基

づ
き
２
月
28
日（
水
）ま
で
狩
猟
が
可
能
で
す
。

　
農
林
業
従
事
者
を
は
じ
め
登
山
や
行
楽
な

ど
で
山
に
入
る
人
は
目
立
つ
服
装
を
着
用
す

る
な
ど
、
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
く
れ
ぐ

れ
も
ご
注
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
狩
猟
者
は
関
係
法
規
や
マ
ナ
ー
を

守
っ
て
、
安
全
で
楽
し
い
狩
猟
が
行
え
る
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
中
村
地
域
戦
没
者
追
悼
式
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご

遺
族
の
皆
さ
ん
に
は
お
繰
り
合
わ
せ
の
う
え
参
列
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
し
ま
す
。

日
　
時
　
11
月
14
日（
火
）

　
　
　
　
10
時
か
ら（
１
時
間
10
分
の
予
定
）

場
　
所
　
市
立
文
化
セ
ン
タ
ー

参
列
者
留
意
事
項

・
受
付
は
９
時
か
ら
９
時
40
分
ま
で
に
お
願

い
し
ま
す
。

・
供
花
等
供
物
は
、
ご
辞
退
し
ま
す
。

・
服
装
は
平
服
で
お
願
い
し
ま
す
。

※
西
土
佐
地
域
の
戦
没
者
追
悼
式
は
平
成
19

　
年
２
月
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

古い電話帳回収します お
　
知
　
ら
　
せ

お
　
知
　
ら
　
せ

タウンページセンタ
　　（０１２０）５０６３０９
（平日９時～20時、土・祝日９時～17時）

問

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
は
、
地
球
環
境
・
資
源
保
護
の
立

場
か
ら
古
い
電
話
帳
の
回
収
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

回
収
期
間
　
11
月
７
日（
火
）〜
23
日（
木
）

回
収
方
法

　
配
達
員
が
新
し
い
電
話
帳
を
お
届
け
し
ま
す

の
で
、
不
用
に
な
っ
た
電
話
帳
が
あ
り
ま
し
た

ら
お
渡
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
不
在
等
で
渡
せ

な
か
っ
た
場
合
は
、
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
改
め
て
回
収
に
う
か
が

い
ま
す
。

四万十市中村地域戦没者追悼式 お
　
知
　
ら
　
せ

中村地域　
（本庁）福祉事務所社会福祉係　 （３４）１１２０
西土佐地域
（総合支所）福祉事務所分室　 （５２）１１３２

問

問

（本庁）農林水産課農林振興課
（３４）１１１１（内線２１１）

（総合支所）産業課産業振興係
（５２）１１１１

問 高知労働局労働基準部安全衛生課
０８８（８８５）６０２３

成　人　式

石綿業務に従事した離職者に対する特別健康診断事業

お
　
知
　
ら
　
せ

問 申

　
四
万
十
市
で
は
新
成
人
を
祝
福
す
る
「
第
２
回
四
万
十

市
成
人
式
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
中
村
地
域

日
　
時
　
平
成
19
年
１
月
７
日（
日
）

　
　
　
　
受
付
　
12
時
30
分
〜

　
　
　
　
開
式
　
13
時
〜

場
　
所
　
市
立
文
化
セ
ン
タ
ー
　
大
ホ
ー
ル

対
象
者
　
昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和
62
年
４
月
１
日

　
　
　
　
に
生
ま
れ
た
人

　
中
村
地
域
に
住
民
登
録
し
て
い
る
人
に
は
、
12
月
下
旬

ま
で
に
案
内
状
を
お
送
り
し
ま
す
。

　
な
お
、
該
当
者
が
学
生
等
で
市
外
に
居
住
し
て
い
て
、

成
人
式
を
受
け
た
い
人
は
12
月
８
日

（
金
）ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
西
土
佐
地
域

日
　
時
　
平
成
19
年
１
月
３
日（
水
）

　
　
　
　
受
付
　
10
時
〜

　
　
　
　
開
式
　
10
時
30
分
〜

場
　
所
　
西
土
佐
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

対
象
者
　
西
土
佐
中
学
校
卒
業
生
と

　
　
　
　
西
土
佐
地
域
に
住
民
登
録

　
　
　
　
し
て
い
る
人

　
家
族
ま
た
は
本
人
に
案
内
状
を
お

送
り
し
ま
す
。

（市）教育委員会生涯学習課

（３４）６２９９（働く婦人の家内）

（３４）７３１１（中央公民館）

中村地域

問 申

（市）教育委員会西土佐事務所教育振興係

（５２）１１１０

西土佐地域

　厚生労働省では、過去に石綿

を製造または取り扱う作業に従

事し、事業場の廃業等の理由に

より石綿健康診断を受診できな

い退職者に対して、無料で健康

診断を実施します。

対象者　次の全ての項目を満たしている人

　・従事していた作業が特定できること

　・初回ばく露から10年以上経過していること

　・以前石綿作業に従事していた事業場で、石綿健康診断を受診でき

　　ない状況にあること

　・石綿に係る健康管理手帳を所有していないこと

　※申請者全員が受診できるとは限りませんので、ご了承ください。

受付期間　11月１日(水) ～ 17日(金)

申請・問い合わせ先

健康診断実施機関

財団法人
高知県総合保健協会

高知市桟橋通６丁目７番43号 ０８８（８３３）４６４９

０８８（８４３）８２２０

０８８（８８３）９７１１

高知市神田317-12

高知市知寄町２丁目４番36号

厚生年金高知リハビ
リテーション病院

医療法人　健会
高知健診クリニック

所　在　地 電話番号
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情報が必要な個所の電話番号を市外局番からダイヤル→録音（30秒まで）再生。　電気通信事業者協会 ０３（３５０２）０９９１問

農耕作業用自動車の登録はお済みですか お
　
知
　
ら
　
せ

問

問

　
四
万
十
市
で
は
平
成
15
年
度
よ
り
、
ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ

ン
バ
イ
ン
な
ど
の
車
両
に
つ
い
て
は
、
そ
の
所
有
者
に
対

し
、
地
方
税
法
お
よ
び
四
万
十
市
税
条
例
の
規
定
に
基
づ

き
課
税
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
農
耕
作
業
用
自
動
車

を
所
有
し
未
登
録
の
人
は
、
本
庁
税
務
課
市
民
税
係
ま
た

は
総
合
支
所
総
務
課
税
務
係
で
登
録
の
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
農
耕
作
業
用
自
動
車

に
つ
い
て
は
、
小
型
特
殊
自
動
車
に
該
当
し
、
１
台
あ
た

り
年
間
１
６
０
０
円
の
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　
登
録
に
は
、
申
告
書
に
車
名
や
型
式
等
必
要

事
項
を
記
載
し
て
署
名
押
印
が
必
要
で
す
の
で
、

印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
を
交
付
し
ま
す
。

　
な
お
、
ト
ラ
ク
タ
ー
、
コ
ン
バ
イ
ン
な
ど
農

耕
作
業
用
自
動
車
を
所
有
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
登
録
を
し
て
い
な
い
人
に
は
、
税
の

公
平
を
図
る
た
め
、
平
成
15
年
度
ま
で
遡
り
、

課
税
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
地
産
地
消
と
は
、
地
域
で
生
産
し
た
食
材
を
そ
の
地
域

で
消
費
し
よ
う
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。
取
り
組
み
を
進

め
、
地
域
の
食
材
に
つ
い
て
知
る
こ
と
は
、
地
域
の
食
文

化
を
伝
え
て
い
く
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

日
　
時
　
11
月
23
日（
木
）
13
時
〜
16
時
30
分

場
　
所
　
お
多
福
工
房（
西
土
佐
江
川
　
２
４
６
９-

２
）

募
集
人
数
　
20
人

参
加
料
　
無
料

申
込
締
切
日
　
11
月
20
日（
月
）

日
　
時
　
12
月
９
日（
土
）
13
時
〜
16
時

場
　
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー
調
理
室（
西
土
佐
用
井
１
１
１
０-

28
）

募
集
人
数
　
30
人

参
加
料
　
３
０
０
円

申
込
締
切
日
　
12
月
４
日（
月
）

作
る
料
理

　
ナ
バ
ナ
の
巻
寿
司
、
イ
ノ
シ
シ
辛
み
そ
揚
げ
、

干
し
ダ
イ
コ
ン
と
野
菜
の
ご
ま
酢
和
え
、
ナ
バ

ナ
の
酢
み
そ
あ
え

対
象
者
（
①
、
②
共
通
）

　
四
万
十
市
に
居
住
し
て
い
る
小
学
３
年
生
以

上
の
人

　
た
だ
し
小
学
３
・
４
年
生
は
保
護
者
と
一
緒

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

講
師
　
高
知
県
食
育
推
進
員

持
っ
て
く
る
も
の

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ
ル

四万十いやしの湯の

営業時間が変わりました
お
　
知
　
ら
　
せ

四万十いやしの里
（３１）５１１１

問

　
温
泉
の
営
業
開
始
時
刻
が
11
月
１
日

（
水
）か
ら
変
わ
り
ま
し
た
。

　
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
心
よ
り
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

営
業
時
間

　
４
月
か
ら
10
月
ま
で
は

　
　
　
６
時
か
ら
22
時
ま
で

　
11
月
か
ら
３
月
ま
で
は

　
　
　
６
時
30
分
か
ら
22
時
ま
で

（本庁）税務課市民税係
（３４）１１１２

（総合支所）総務課税務係
（５２）１１１１

講
　
座

問 申（総合支所）産業課
　 （５２）１１１１

地産地消体験教室

講
　
座

問

問

（市）教育委員会生涯学習課働く婦人の家　　 （３４）６２９９

（財）21世紀職業財団高知事務所　　 ０８８（８２３）２６６７

再就職準備セミナー「チャレンジ講座」
　男女共同参画社会推進事業の一環として、再就職の準備に必要な基礎知識を身につけるためのセミナ

ーを開催します。

　出産、育児、介護等の為に退職した人で、再就職を希望する人ならどなたでも参加できます。

日　時　12月７日（木）９時～16時　　　　　　　　　場　所　市立中央公民館　研修室等
募集人数　20人（先着順ですのでお早めにどうぞ）　　参加費　無料
申込締切日　12月１日（金）　　　　　　　　　　　　その他　託児有（事前申し込みが必要です）
主　催　（財）21世紀職業財団高知事務所・四万十市教育委員会　　共　催　四万十公共職業安定所・高知県

内容 9：00～9：30 オリエンテーション

9：30～12：30 「パソコン講座」～インターネットを活用して職務履歴書を作ってみよう～　講師：21世紀職業財団高知事務所

13：30～14：20 「働く上で知っておきたい～労働条件・保険・税金～」　講師：21世紀職業財団高知事務所

14：20～16：00 「職場で活きる！好感のもたれる話し方～コミュニケーションを広げる会話～」講師：金沢　典子さん

夜間パソコン講座 講
　
座

県立大方商業高等学校　伊与田
０８８０（４３）１０７９

問

日
時
　
12
月
６
日（
水
）〜
８
日（
金
）

　
　
　
18
時
〜
20
時
30
分

場
所
　
県
立
大
方
商
業
高
校

　
　
　
　
北
舎
３
階
パ
ソ
コ
ン
室

募
集
人
数
　
30
人

申
込
方
法
　

　
11
月
21
日
（
火
）
か
ら
受
け
付
け
ま
す
（
９
時

〜
17
時
）。電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

内
容

　
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
の
利
用
（
パ
ソ
コ
ン
の

基
本
操
作
か
ら
年
賀
状
作
成
等
。
詳
細
は
本

校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）

http ://www.koch inet .ed . jp/ogatasho-h/

②
家
庭
料
理
を
学
ぼ
う

①
み
そ
づ
く
り
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■災害用伝言ダイヤル利用方法　「１７１」をダイヤル→利用ガイダンスに従って録音時は「１」をダイヤル（再生時は２）→

県民介護講座（基礎講座・2日間コース) 講
　
座　高知県介護実習・普及センターでは、高齢者介護についての基礎知識等

を学んでもらうため、講座を開催します。

場　所　社会福祉センター（右山五月町）

参加費　無料

講
　
座

働く婦人の家講座

（市）教育委員会生涯学習課働く婦人の家　 （３４）６２９９申問

対　象　市内に居住または勤務する女性
講　師　パッチワーク…柿内　由美子さん　絵手紙…柏原　啓一さん　クリスマスケーキづくり…谷崎　佐千代さん
申し込み方法
　11月13日（月）～ 電話での申し込みも可能です（土･日は除きます）。
　窓口・電話いずれも９時～17時15分（ご本人に限ります）。
　ただし、定員になり次第締め切りとさせていただきます。

その他
　詳しくは、働く婦人の家までお
問い合わせください。
　なお、講師の都合により日程が
変更になることがありますのでご
了承ください。

期　　日 時　間 定員 場　　所 受講料 用意するもの 備　考講座名
項目

パッチワーク 11月17日～12月22日
毎週金曜日（全６回）

働く婦人の家2階
図書室

はさみ（布､紙､糸切用）、
糸（カタン糸40～50）、
鉛筆、定規、縫い針、ヘラ

作品、メッシュワーク
の袋、材料代実費　
（3,200円程度）

19時～21時 16人 無料

クリスマス
ケーキづくり 12月10日（日）

働く婦人の家2階
調理室

エプロン、ふきん、
筆記用具

材料代実費
（1,200円程度）

10時～
12時30分 12人 無料

絵手紙
11月30日、12月７日
木曜日（全２回）

働く婦人の家2階
講習室Ａ

古タオル、古新聞、
絵具19時～21時 18人 無料

四万十市文化財めぐり　第６回山内時代の中村 講
　
座

（市）教育委員会生涯学習課社会教育振興係

TEL（３４）６２９９

FAX（３５）４２６０

申問

高知県介護実習・普及センター

０８８（８４４）９２７１

申問

　
中
村
の
町
は
、
一
條
さ
ん
の
下
向
と
と
も
に
京
都

を
し
の
ん
だ
町
と
し
て
つ
く
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、

江
戸
時
代
に
山
内
家
が
治
め
て
い
た
こ
ろ
は
城
下
町

と
し
て
も
栄
え
た
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
市
内
に
残
っ
て
い
る
中
村
山
内
時
代
の

史
跡
や
文
化
財
の
見
学
を
計
画
し
ま
し
た
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
11
月
26
日（
日
）

　
　
　
　
９
時
〜
12
時
　
雨
天
決
行

集
合
場
所
　
市
立
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　（
９
時
に
開
講
し
ま
す
）

見
学
場
所
　
郷
土
資
料
館
〜
中
村
城
〜
山
内
忠
直
の

　
　
　
　
　
墓（
三
万
石
さ
ん
）等

申
込
期
間
　
11
月
10
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
20
日（
月
）

定
　
員
　
先
着
30
人

※
フ
ァ
ッ
ク
ス
お
よ
び
Ｅ
メ
ー
ル
で
も

　
受
け
付
け
ま
す
。
住
所
・
氏
名
・
年

　
齢
・
連
絡
先
を
明
記
の
上
、
お
申
し
込

　
み
く
だ
さ
い
。
年
齢
制
限
は
あ
り
ま

　
せ
ん
が
、
小
学
校
３
年
生
以
下
は
保

　
護
者
の
同
伴
を
お
願
い
し
ま
す
。

E-ｍai l  cu l ture@city .sh imanto . lg . jp

実施日 時　間

10：00～12：00
介護にあたって
（介護保険の上手な利用の仕方）

車椅子で生活を広げよう
（車椅子の扱い方、移動、移乗）

身の回りの介護
（講義・実技）

高齢者の服薬について
介護者の健康管理

13：00～15：30

10：00～12：00

13：00～15：30

内　　容 定　員

30人

11月30日（木）

12月1日（金）

催
　
し

四万十川を
体感しませんか

四万十の日実行委員会事務局
(本庁)地球環境課四万十川保全係 
（３４）１１７０

問 申

　「四万十の日実行委員会」では、

昨年大好評でした「第２回四万十

川探訪事業」の参加者を募集しま

す。

　下流域から支流の黒尊川へバス

で移動しながら、初秋の四万十川

を体感していただきます。また、

四万十くろそん会議主催の地域

づくり共同宣言記念イベントへ

の参加、四万十川に精通した講

師による野外授業を計画してい

ます。ふるってご参加ください。

日　時　11月19日(日)

　　　　９時集合～16時解散

集合(解散)場所

　トンボ自然公園駐車場

対象者　四万十市に居住する人

募集人数　40人（先着順）

参加料　１人５００円

　　　　（昼食代・バス代含む）

申込締切日　11月15日（水）

申込方法

　参加者の住所・氏名・年齢・連

絡先を、電話またはＥメールでお

申し込みください。

後援　四万十川森林環境保全ふれあいセンター

E-ma i l   s iman to@c i t y . s h iman to . l g . j p
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毎月１日（１月を除く）・８月３０日～９月５日（防災週間）・１月１５日～２１日（防災とボランティア週間）に体験可。　　電気通信事業者協会 ０３（３５０２）０９９１問

しまんと黒尊むら事務局
農家レストランしゃえんじり内　
（５４）１４７７

催
　
し

黒尊川流域の人と自然が共生する地域づくり共同宣言・協定の調印式を行います

問

　
黒
尊
川
流
域
の
自
然
と
環
境
を
守
り
、
次
世
代
へ
継

承
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
国
・
県
・
市
と
、
黒
尊
川
流

域
の
全
住
民
で
、
「
黒
尊
川
流
域
の
人
と
自
然
が
共
生

す
る
地
域
づ
く
り
共
同
宣
言
・
協
定
」
を
結
び
ま
す
。

そ
の
調
印
式
を
紅
葉
と
多
く
の
人
た
ち
に
見
守
ら
れ
な

が
ら
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
も
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、

紅
葉
狩
り
を
兼
ね
て
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
　

日
　
時
　
11
月
19
日（
日
）
11
時
〜

場
　
所
　
西
土
佐
黒
尊
（
神
殿
橋･
大
駄
馬
）

調
印
式
（
神
殿
橋
）

記
念
イ
ベ
ン
ト
（
大
駄
馬
）

物
産
展
「
し
ま
ん
と
黒
尊
市
」

　
黒
尊
流
域
の
産
物
（
米
・
野
菜
・
果
実
）
や
加
工
品
、

木
工
な
ど
の
手
づ
く
り
品
を
販
売
し
ま
す
。
ま
た
昼
食

用
に
婦
人
会
や
地
域
グ
ル
ー
プ
の
手
づ
く
り
の
食
べ
物

も
並
べ
ま
す
。（
い
な
か
寿
司
・
赤
飯
・
う
ど
ん
・
ア
メ
ゴ
の

塩
焼
き
な
ど
）

主
催

　
四
万
十
く
ろ
そ
ん
会
議

（
四
国
森
林
管
理
局
・
高
知

県
・
四
万
十
市
・
黒
尊
川
流

域
住
民
代
表
で
組
織
）・
し

ま
ん
と
黒
尊
む
ら（
黒
尊
川

流
域
全
住
民
で
組
織
）

募
　
集

自衛隊生徒募集 第31回幡多地区畜産総合共進会 催
　
し

（本庁）農林水産課
（３４）１１１７

問

　
幡
多
地
区
か
ら
選
抜
さ
れ
た
優
秀
な
畜
産（
乳
用

牛
・
肉
用
牛
）
約
50
頭
が
集
合
し
、
品
評
会
を
開

催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
当
日
は
催
し
も
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

日
　
時
　
11
月
11
日
（
土
）
10
時
〜
15
時
30
分

場
　
所
　
幡
多
家
畜
市
場
（
横
瀬
）

主
な
催
し
（
協
賛
事
業
）
　

●
牛
・
豚
肉
の
焼
き
肉

●
豚
汁

●
子
豚
レ
ー
ス

●
児
童
の
お
菓
子
つ
か
み
ど
り

●
も
ち
投
げ
（
品
評
会
終
了
後
）

★
畜
産
堆
肥
の
展
示

有岡

横
瀬

至市街地

至市街地

奥屋内

口屋内

口屋内大橋より
車で約30分

黒尊

大
駄
場

●黒尊神社

口屋内大橋

コンビニ

至宿毛

幡多
家畜市場

約1km

平成19年度 ｢園児募集｣ 募
　
集募集期間　11月15日（水）～ 平成19年１月20日（土）

　　　　（上記募集期間以外でも、随時入園手続きができます）

●21世紀への人づくりは幼稚園教育から、幼稚園教育は学校教育、すなわち

公教育のはじまりです。３歳から入園できます。

●文部科学省の教育要領に基づき、幼児（３歳、４歳、５歳）の“生きる力”

や人格形成の基礎を培う教育を責任もって行います。

●特別授業として年長児（５歳）に健康な体づくりのための体育と外国語（英

語）をとり入れ、言葉や異文化など、私学の特色ある教育で保護者のニーズ

に応えます。

●母親の仕事の実情や地域の実態にそった子育て支援策として、希望者には

「預かり保育」＝時間外保育を行います。春、夏、冬の「長期休み期間中」

にも行います。

　教育相談や見学、体験入園は無料です。いつでもお気軽にご利用ください。

　入園手続きなど詳しいことは本園までお問い合わせください。

学校法人　中村幼稚園　　　　
ＴＥＬ（３４）７５１１
ＦＡＸ（３４）７５１０

問自衛隊高知地方協力本部四万十地域事務所
（３５）３０９６

問

　自衛隊生徒とは、自衛隊の最新
装備品を操作または整備する技術
者を養成するコースです。    
　入隊と同時に指定された高等学
校の通信制課程に入学し、生徒教
育３年間終了時には高校卒業資格
を取得できます。    
　また、４年終了時点で、全員３
曹に昇任します。

衣・食・住

　全員が生徒宿舎で生活し、宿舎

費は無料、食事・一部の被服類・

寝具については、支給または貸与        

休　暇　年次休暇（24日／年）、そ

　　　　の他に特別休暇        

退職・年金等

　退職手当・共済組合年金（勤続

年数は、生徒入隊時から計算）が

あります        

受付期間　11月１日（水）～

　　　　　　平成19年１月9日（火）      

応募資格

　日本国籍を有し、平成19年４月

１日現在15歳以上17歳未満で中学

校卒業者（見込みを含む）

第１次試験

　平成19年１月13日（土）

試験会場

　四万十町内（細部未定）

試験科目

　国語、社会、数学、理科、英語

（択一式）、作文（500字程度）

合格発表

　１次試験発表平成19年１月22日（月）

至江川

黒
尊
渓
谷

四
万
十
川

黒尊川

●
神
殿
橋



市
　
政

教
　
育

く
ら
し

情
報
掲
示
板

情
報
掲
示
板

■災害伝言板　NTTドコモグループ、KDDI（au、ツーカー）、ソフトバンク、ウィルコムの携帯電話で大規模災害発生時、安否を登録･確認できる災害用伝言板サービスがあります。25
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四万十市の
農業の担い手に

募
　
集

募
　
集

中村大橋通４丁目１０番地
（本庁）商工観光課観光係
（３４）１７８３

問 （財）四万十市西土佐農業公社
（５２）２６６６
（総合支所）産業課
（５２）１１１１

問

問

　
四
万
十
市
で
は
、
観
光
用
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
を
購
入
し
、来

年
度
よ
り
観
光
シ
ー
ズ
ン
等
に
運
行
し
ま
す
。

　
こ
の
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
の
愛
称
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
た

く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
願
い
ま
す
。

愛
称
の
条
件

・
四
万
十
市
の
代
表
的
な
風
物
で
あ
る
四
万
十
川
に
関
す
る

　
も
の
。

・
他
商
標
等
と
類
似
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

応
募
の
条
件

・
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

・
同
１
人
に
つ
き
１
点
と
し
ま
す
。

・
応
募
は
商
工
観
光
課
で
配
布
す
る
応
募
用
紙
ま
た
は
Ａ
４

　
白
紙
用
紙
を
縦
長
で
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
応
募
に
あ
た
っ
て
は
、
愛
称
・
愛
称
の
趣
旨
（
１
０
０
字

以
内
）・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業（
学
校
名
）・
電
話

番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

・
応
募
用
紙
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

賞
品
　
採
用
者
に
は
記
念
品
を
進
呈
し
ま
す
。

発
表
　
広
報
四
万
十
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
発
表

　
　
　
し
、
採
用
者
に
は
直
接
ご
連
絡
し
ま
す
。

応
募
方
法
　
封
書
に
よ
る
郵
送
ま
た
は
直
接
お
　

　
　
　
　
　
持
ち
く
だ
さ
い
。
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
Ｅ

　
　
　
　
　
メ
ー
ル
は
受
け
付
け
し
ま
せ
ん
。

募
集
期
間
　
11
月
１
日（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
〜
30
日（
木
）（
当
日
消
印
有
効
）

著
作
権
等
　
採
用
作
品
に
関
す
る
著
作
権
等
一
切

　
　
　
　
　
の
権
利
は
四
万
十
市
に
帰
属
し
ま
す
。

　(財）四万十市西土佐農業公

社では平成19年度の研修生を

募集します。

研修期間

　平成19年４月１日～

　　平成21年３月31日（２年間）

応募資格

・平成19年３月31日現在で18

歳以上おおむね35歳以下

・四万十市に住所を有するか、

住所を市内に移し将来ともに

市内に居住し、農業を営む人

申込締切日

　11月30日（木）消印有効

必要書類

　申込書（農業公社または本

　庁農林水産課にあります）

　履歴書

申込方法

　（財）四万十市西土佐農業公

社まで郵送または直接お持ち

ください。

研修手当　月額12万円

第２回農業体験研修

観光用ボンネットバス愛称募集

募
　
集

問

　農業理解を深めてもらうため、農業体験研修を行います。

日　時　11月26日（日）９時30分～16時30分

場　所　農業大学校研修課（四万十町黒石）

募集人数　30人（先着順）

参加料　１鉢２０００円（寄せ植え用材料費として）

講　師　池澤嘉明さん（花工房みよし主宰者）

申込期限　11月22日（水）までに住所・氏名・連絡先・昼食希望の有無・

　　　　　希望鉢数を電話かファックスでお申し込みください。

研修内容　「四季を彩るガーデニング」

　　　　　　　鉢の寄せ植えのポイントについて講義・体験実習

　　　　　「落葉果樹の剪定」

　　　　　　　カキ・ウメ・スモモ等落葉果樹の剪定について体験実習

その他　悪天候等により中止する場合があります。前日の16時に決定しま

　　　　すのでお問い合わせください。

県立農業大学校
ＴＥＬ０８８０（２４）０００７
ＦＡＸ０８８０（２４）１２７２

市営住宅の入居者を募集します 募
　
集

（本庁）財政課管財契約係
（３４）６１２０
（総合支所）住民課生活環境係
（５２）１１１１

●
市
営
宮
地
住
宅

所
在
地
　
西
土
佐
江
川
　
１
６
１
番
地

構
　
造
　
耐
火
構
造
３
階
建（
昭
和
62
年
度
建
設
）

募
集
戸
数
　
１
戸

間
取
り
　
６
畳
×
２
間
、
４
・
５
畳
×
１
間
、
ダ
イ
ニ
ン

　
　
　
　
グ
キ
ッ
チ
ン
、浴
室
、ト
イ
レ

家
　
賃
　
月
額
１
万
９
４
０
０
円
〜
５
万
６
５
０
０
円

●
市
営
津
野
川
住
宅

所
在
地
　
西
土
佐
津
野
川
２
７
６
番
地
１

構
　
造
　
準
耐
火
構
造
２
階
建（
昭
和
48
年
度
建
設
）

募
集
戸
数
　
１
戸

間
取
り
　
６
畳
×
１
間
、
４
・
５
畳
×
１
間
、
３
畳
×
１

　
　
　
　
間
、台
所
、浴
室
、ト
イ
レ

家
　
賃
　
月
額
８
１
０
０
円
〜
２
万
３
６
０
０
円

入
居
資
格

　
住
宅
に
困
窮
し
て
い
て
、
入
居
者
お
よ
び
同
居
親

族
の
過
去
１
年
間
の
所
得
の
合
計
か
ら
同
居
お
よ
び

扶
養
親
族
の
控
除
額
を
差
し
引
き
、
残
っ
た
金
額
を

12
で
除
し
た
額
（
月
額
）
が
20
万
円
以
下（
た
だ
し
、

障
害
者
の
い
る
入
居
者
全
員
が
50
歳
以
上
ま
た
は
18

歳
未
満
で
あ
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、
26
万
８
０
０
０

円
以
下
）
で
あ
る
こ
と
。

そ
の
他

　
入
居
希
望
者
が
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。

　
入
居
す
る
世
帯
の
所
得
額
に
よ
り
家
賃
が

異
な
り
ま
す
。

募
集
案
内
お
よ
び
申
込
書

　
本
庁
財
政
課
管
財
契
約
係
お
よ
び
総
合
支

所
住
民
課
生
活
環
境
係
に
あ
り
ま
す
。

受
付
期
間

　
11
月
６
日（
月
）〜
15
日（
水
）

　
※
申
込
書
は
11
月
６
日
よ
り
配
布
し
ま
す
。
問

問



　16時～18時。料金大人２００円小人１００円。　中村まちバスセンター （３４）１２６９

交通安全
国際交流員
張玲のコーナー

張玲の活動（９月15日～10月13日）

 9月19日　高齢者安全教室での講演
　　26日　蕨岡中学校稲刈り体験授業に参加
10月 6日　保健師乳児訪問随行
　　10日　利岡小学校国際理解教育講師
　　　　　大川筋ふれあい談話室での講演
　　12日　地域安全バレード参加
　　12日　竹島小学校国際理解教育講師
　　13日　東山小学校　   〃
９月18日・25日、10月２日
　　　　　中国語講座講師
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日直指定水道業者
●水道料金は口座振替で●

●水道に関する問い合わせは
　（本　　庁）水道課　 （３４）１７１１
　（総合支所）住民課　 （５２）１１１１

休日当番医

※急患の方はご利用ください。
　都合により変更もあります。

内　　科

救急病院
市 民 病 院
（34）2126

吉　井　病　院

市　民　病　院

森　下　病　院

さたけ小児科

市　民　病　院

11月12（日）

19（日）

23（木）

26（日）

12月　3（日）

（３４）５００５

（３４）２１２６

（３４）２０３０

（３７）２２５５

（３４）２１２６

西南管工

㈱奥宮工業

㈲大同設備

㈲石井建設

㈲山下建設

豚座建設㈱

㈲平野水道

㈱四電工中村営業所

溝渕設備

11月11（土）

12（日）

18（土）

19（日）

23（木）

25（土）

26（日）

12月　2（土）

3（日）

（３６）２５５４

（３７）５１５１

（３５）４８７９

（３３）０４０４

（３３）０６５３

（３４）６０３１

（３５）２３１６

（３４）１３３１

（３４）３７３４

外　　科

吉　井　病　院

市　民　病　院

さくらクリニック

正木整形外科

市　民　病　院

11月12（日）

19（日）

23（木）

26（日）

12月　3（日）

（３４）５００５

（３４）２１２６

（３５）２５５５

（３４）５２５２

（３４）２１２６

生
す
る
可
能
性
が
高
い
。
警
察
で
は

数
年
来
、
高
齢
者
を
中
心
に
し
た
多

様
な
交
通
安
全
指
導
を
展
開
し
て
き

た
。
私
か
ら
見
れ
ば
、
日
本
の
交
通

情
況
は
と
て
も
い
い
と
思
っ
て
い
る
。

皆
さ
ん
が
キ
チ
ン
と
交
通
ル
ー
ル
を

守
る
こ
と
に
感
心
し
た
。
日
本
人
は

信
号
を
真
面
目
に
守
っ
て
、
自
動
車

は
自
転
車
に
道
を
譲
り
、
自
転
車
は

歩
行
者
に
道
を
譲
る
と
い
う
交
通
マ

ナ
ー
は
と
て
も
い
い
。

中
国
の
交
通
事
情

　
今
度
は
ち
ょ
っ
と
中
国
の
交
通
状

況
を
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
す
る
。

　
ご
存
じ
の
よ
う
に
、
中
国
の
人
口

は
と
て
も
多
い
（
人
口
は
13
億
人
で

日
本
の
10
倍
以
上
）。
自
家
用
車
は
日

本
ほ
ど
多
く
な
い
。
そ
の
代
わ
り
に
、

バ
ス
と
自
転
車
を
良
く
使
っ
て
い
る
。

私
の
故
郷
は
タ
ク
シ
ー
の
料
金
が
安

　

い
の
で
、
よ
く
利
用
す
る
。
　

　
日
本
よ
り
中
国
の
道
路
は
広
く
、

主
な
道
路
は
片
道
で
三
車
線
で
あ
る
。

日
本
に
来
て
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
交

差
点
に
信
号
が
設
置
さ
れ
て
い
る
の

に
び
っ
く
り
し
た
。
中
国
で
は
主
な

交
差
点
に
し
か
信
号
が
な
い
。
中
国

の
小
学
校
の
教
科
書
で
１「
赤
信
号
で

止
ま
れ
、
青
信
号
は
す
す
め
」、２「
１

秒
を
争
う
こ
と
よ
り
も
む
し
ろ
10
分

で
も
待
つ
」
、
３
「
横
断
歩
道
を
渡
る

時
、
左
右
に
車
が
あ
る
か
ど
う
か
を

確
認
し
て
」
と
い
う
三
つ
の
言
葉
を

勉
強
し
た
。
中
国
人
は
交
通
マ
ナ
ー

を
良
く
知
っ
て
い
る
け
ど
、
実
際
は

守
っ
て
い
な
い
人
が
多
い
。
歩
行
者

が
強
引
に
渡
ろ
う
と
す
れ
ば
ぎ
り
ぎ

り
道
を
譲
っ
て
く
れ
る
が
、
自
動
車

と
自
転
車
と
歩
行
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の

大
胆
さ
を
争
っ
て
い
る
よ
う
な
感
じ

だ
。

改
善
し
て
行
く
中
国
の
交
通
状
況

　
今
、
政
府
で
は
交
通
事
故
を
防
止

す
る
た
め
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
も
交
通

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
宣
伝
し
、

さ
ら
に
、
主
な
交
差
点
で
は
交
通
警

察
が
監
視
し
て
い
る
の
で
、
皆
は
キ

　

チ
ン
と
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
い
る
。

当
然
、
日
本
に
比
べ
た
ら
、
中
国
の

交
通
安
全
対
策
は
そ
ん
な
に
い
い
と

言
え
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
、

交
通
ル
ー
ル
を
守
る
意
識
が
だ
ん
だ

ん
と
広
が
り
、
交
通
事
故
が
少
な
く

な
る
と
信
じ
て
い
る
。

高
齢
者
交
通
安
全

　
先
日
、
中
村
警
察
署
が
誘
っ
て
く

れ
て
、
川
登
老
人
ク
ラ
ブ
が
行
う「
高

齢
者
安
全
教
室
」
に
参
加
し
た
。
私

は
今
年
５
月
に
黒
潮
町
で
行
わ
れ
た

安
全
教
室
に
続
き
、
２
回
目
と
な
っ

た
。
警
察
署
の
職
員
さ
ん
に
よ
る
と
、

こ
の
ク
ラ
ブ
で
は
毎
年
２
回「
交
通
安

全
教
室
」
を
行
う
そ
う
だ
。
交
通
事

故
を
減
ら
す
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な

交
通
ル
ー
ル
の
説
明
を
受
け
、
交
通

安
全
の
知
識
を
得
る
と
い
う
も
の
だ
。

　
確
か
に
、
日
本
で
は
、
多
く
の
人

が
自
家
用
車
を
持
っ
て
い
る
。
高
齢

者
で
も
（
特
に
、
80
歳
の
人
も
運
転

で
き
る
と
い
う
こ
と
を
聞
い
た
時
は

信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
）
自
分
で
運
転

し
て
い
ろ
ん
な
所
へ
行
く
よ
う
だ
。

高
齢
者
は
、
反
応
性
も
集
中
力
も
若

い
時
よ
り
劣
っ
て
き
て
、
事
故
が
発



■中村まちバス　電話で予約してください。運行区域　中村市街地、具同地区。運行時間８時30分～11時、12時～14時30分、27
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私
た
ち
は
、
自
分
の
持
っ
て
い
る

固
定
観
念
〈
思
い
こ
み
〉
に
支
配
さ

れ
な
が
ら
生
き
て
い
る
と
い
っ
て
も

言
い
過
ぎ
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
こ
に
二
枚
の
カ
ー
ド
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
Ａ
と
Ｂ
ふ
た
り
の
人
物

像
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
　
Ａ
カ
ー
ド
（
人
物
「
Ａ
」
）

　
①
髪
を
頭
の
後
で
束
ね
て
い
る

　
②
顔
立
ち
が
よ
い

　
③
頭
が
よ
い

　
④
内
気
で
あ
る

　
⑤
態
度
が
か
た
く
な
で
あ
る

　
⑥
背
が
低
い

　
　
Ｂ
カ
ー
ド
（
人
物
「
Ｂ
」
）

　
①
短
躯

　
②
頑
固

　
③
内
気

　
④
知
的

　
⑤
端
正

　
⑥
総
髪

　
カ
ー
ド
の
人
物
は
「
男
性
で
し
ょ

う
か
、
女
性
で
し
ょ
う
か
」。

　
こ
れ
は
大
阪
府
立
高
校
の
元
校
長

繁
内
友
一
先
生
が
、
学
生
・
社
会
人

合
計
50
人
を
対
象
に
、
質
問
に
答
え

て
も
ら
っ
た
資
料
の
一
つ
で
す
。
　

　
カ
ー
ド
に
は
、
Ａ
も
Ｂ
も
人
物
の

「
性
」
を
確
定
で
き
る
文
言
は
書
き

入
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
大
半
の
人
が
、
Ａ
カ
ー
ド
の
人

物
を
「
女
性
」、
Ｂ
カ
ー
ド
の
人
物

を
「
男
性
」
と
答
え
て
い
ま
す
。

「
性
」
は
特
定
出
来
な
い
と
答
え
た

者
は
、
五
十
人
中
わ
ず
か
に
一
人
だ

っ
た
と
い
い
ま
す
。

　
こ
の
カ
ー
ド
に
は
、
ち
ょ
っ
と
し

た
カ
ラ
ク
リ
が
あ
っ
て
、
Ａ
カ
ー
ド

は
口
語
的
表
現
で
柔
ら
か
く
、
Ｂ
カ

ー
ド
で
は
漢
語
的
表
現
で
固
い
イ
メ

ー
ジ
を
与
え
る
よ
う
に
し
て
、
並
べ

方
も
順
番
を
逆
に
し
、
で
き
る
だ
け

同
じ
内
容
だ
と
気
づ
か
せ
な
い
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
回
答
者
た
ち
は
、
自
分
が
今
ま
で

に
経
験
し
た
こ
と
に
基
づ
い
て
つ
く

り
あ
げ
て
き
た
一
定
の
物
指
し
（
思

い
こ
み
）
で
こ
の
カ
ー
ド
を
読
ん
だ

と
推
察
さ
れ
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
女
は
女
ら
し
く
、
優

し
く
し
と
や
か
で
控
え
め
で
と
か
、

男
は
男
ら
し
く
、
強
く
逞
し
く
頼
り

甲
斐
が
あ
る
も
の
と
決
め
て
し
ま
っ

て
い
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
あ
の
人
は
…
、
こ
の
地
区

の
人
等
は
…
と
か
、
思
い
こ
み
で
他

人
を
み
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
男
だ
っ
て
心
優
し
く
、
女
だ
っ
て

逞
し
い
、
そ
ん
な
人
達
が
い
て
も
お

か
し
く
な
い
世
の
中
で
す
。
み
ん
な

で
理
想
の
人
間
像
を
、
新
し
く
創
り

出
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
四
万
十
市
人
権
啓
発
講
師
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
　
衞
　

　
　
　

広聴ファックス 広聴メール

０１２０－４５９７８７
フリーダイヤル し こ く ななはちなな

み な さ ん の 声 を 聴 か せ て く だ さ い
　市民の皆さん一人ひとりが持っている市政に対する意見、提言や
苦情、要望などを聴くために設置しています。
　「開かれた市政」を推進していくうえでの目標は、市民の皆さん
への行政サービスの向上にあります。そのために市民の皆さんのご
意見、ご要望をお聴かせください。

四万十市公式ホームページ上に設けています

h t tp : //www.c i ty . s h imanto . l g . j p /

 「お誕生おめでとう」、「ご冥

福をお祈りします」のコーナー

への掲載については、ご家族の

希望を聞いて掲載することとして

います。

　掲載を希望される場合は、（本

庁）市民課 （３４）1113まで必ず

ご連絡ください。

お
誕
生

　
お
め
で
と
う

お
誕
生

　
お
め
で
と
う

ご
冥
福
を

　
お
祈
り
し
ま
す 

      

中
村
一
条
通

右

山

古

津

賀

古

津

賀

渡

川

渡

川

渡

川

竹

島

川

登

西
土
佐
江
川
　

西
土
佐
用
井

矢
野 

翼 
 

康
人

竹
田 

珠
乃
音  

繁
幸

周
治
　
茉
侑 

 

正
崇

谷
口
　
智
咲 

 

陽
一

清
水
　
久
凱 

 

泰
明

岡
村
　
彩
夏 

 

圭
造

大
嶋
　
一
颯 

 

陽
一

山
下 

依
千
華  

公
宏

岡
　
　
咲
奈 

 

國
雄

�
田
　
瑛
太 

 

亮
丞

市
川 

友
紀
乃  

大
作

 

た
す
く

  

ま
　
ゆ
う

  

ち
　
さ
き

 

ひ
さ 

よ
し

 

さ
や  

か

  

い   

ぶ
き

  

さ
き  

な

 

え
い  

た

 

中
村
本
町

中
村
京
町

右
山
天
神
町

古

津

賀

安

並

安

並

安

並

具

同

具

同

江

ノ

村

竹

島

鍋

島

鍋

島

下

田

下

田

蕨

岡

乙

蕨

岡

甲

田
野
川
甲

川

登

古

尾

西
土
佐
津
野
川

西
土
佐
津
野
川

西
土
佐
大
宮

西
土
佐
用
井

西
土
佐
用
井

西
土
佐
用
井

西
土
佐
半
家

西
土
佐
江
川
� 

是
澤  

登
志
子

芝 

　
代

夕
部 

寛

戸
田 

　
枝

�
渕 

文
尚

横
山 

金
弘

森 

晃
石

曽
我
部 

久
男

長
� 

文
代

中
山 

友
男

吉
尾 
稔
子

江
口 
緑

太
田 

惠

平
田 

真
郎

佐
竹 

操

仙
石 

菊
美

清
水 

一
男

竹
田 

�
子

朝
比
奈 

富
子

　
城  

千
代
根

坂
本 

正
志

森     

紫
圖
奈

清
池 

眞

安
藤 

�
美

坂
本 

榮
枝

市
川 

花
子

中
川 

政
春

山
岡 

始

859196827973688677686286535088819876849351766175101877877

（
平
成
18
・
９
・
６
〜
平
成
18
・
10
・
５
届
分
）

（
平
成
18
・
９
・
６
〜
平
成
18
・
10
・
５
届
分
）

し
ゅ
　
の
　
ん

い     

ち    

か

ゆ    

き     

の



古紙再生率100％再生紙を使用しています。 この冊子は環境にやさしい大豆油インキを使用しています。

有料広告を掲載しています。掲載については企画広報課　 （３４）６１２８までお問い合わせください。

月の

健 康 カ レ ン ダ ーNov
111111

～健康は自分で～１年に１度は検診を

Ｃ

28

平
成
18
年
11
月
号

乳幼児（赤ちゃん）相談

※保健師による健康相談です。血圧測定を行い、生活習
　慣病のこと、健康に関することなど相談に応じます。

※対象者には個人通知します。

※保育士と保健師による赤ちゃんのタッチケア教室です。
　乳幼児（赤ちゃん）相談の場所で行っています。 

月　日 時　　間 場　　　所

11月22日（水） 健康管理センター

健康相談

月　日 時　　間 場　　　所

11月22日（水） 9：30～11：00

13：30～15：00

乳児健診

月　日 受付時間 場　　　所

11月15日（水） 12：50～13：30 健康管理センター

健康管理センター

ママタッチ教室

月　日 時　　間 場　　　所

11月22日（水） ９：30～11：00 健康管理センター

※対象者…平成15年３月生まれの人（個人通知します）

３歳児健診

月　日 受付時間 場　　　所

11月24日（金）12：50～13：30 健康管理センター

健康管理センター

月　日 時　　間 場　　　所

13：30～15：30

健康管理センター

健康管理センター

13：30～15：30

※妊婦（夫）およびその家族
　事前に（本庁）保健衛生係までお申し込みください。
　 （３４）１１１５   

妊婦教室

11月 8日（水）

12日（日）

13：30～15：3016日（木）

問い合わせ先

（本　　庁）保健介護課
（３４）１１１５

（総合支所）保　健　課
（５２）１１３２

　＊西土佐地域の検診等のお知らせは
　　西土佐保健センター新聞をご覧く
　　ださい。
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